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藤平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／37,019人（－38）
　男性／17,344人（－16）
　女性／19,675人（－22）
■世帯数　14,446戸（－15）
※（ ）は、前月との比較

平成21年7月1日現在

　６月28日、田平町荻田免
で開催された「おぎた田んぼ
の学校」からの一コマ。園児
や小・中学生約20人が参加。
３アールの田んぼにもち米の
苗を植えた後、脇を流れる釜
田川にたも網を持って入り生
き物調査を実施。取れたカワ
ムツやテナガエビなどについ
て、生物に詳しい壽福院亮さ
んから説明を聞きました。

　ピープルトゥピープル
「学生大使」を２週間かけて
取材しました。10代後半
から20代の若いスタッフ
が、アメリカの高校生に通
訳している姿を見て、正直
かっこいいと思いました。
この思いが、自分を向上さ
せるチャンスなのかもしれ
ません。この交流で、どの
くらいの人が「自分も英語
をしゃべれたら」と思った
でしょうか。来年は、もう
少ししゃべれるように努力
したいですね。

　今年もまた暑い夏が、や
ってきました。子どもたち
にとっては、楽しい夏休み
です。これから、各地での
恒例の夏祭りに加えて、オ
ランダの少年サッカーチー
ムとの青少年日蘭交流事業
など、さまざまなイベント
があります。平戸オランダ
年を記念したイベントも、
たくさん予定されています。
ぜひ各地のイベントに参加
して、平戸が元気になるよ
うに、一緒に盛り上げてい
きませんか。
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石

2009「平戸オランダ年」400周年記念事業

「出張！なんでも鑑定団 in 平戸」

観覧者募集!
ＴＶ
公開録画

応募方法
　観覧を希望する人は、往復ハガキに「住所」「氏名」「電話番
号」を記入の上、「出張！なんでも鑑定団in平戸」観覧係まで
応募してください。往復ハガキ以外での応募は受け付けま
せん。応募者多数の場合は抽選となります。

※当選ハガキ１枚につき、１人入場できます。
応募締切日　8月14日（金）当日消印有効
応募先・お問い合わせ
　〒859-5192　岩の上町1508番地3
　観光商工課内「出張！なんでも鑑定団in平戸」観覧係
　（☎内線2274）

と　き（予定）：９月１３日（日） 午後１時～（開場：正午）
ところ（予定）：平戸文化センター大ホール

859-5192

岩の上町1508番地3
観光商工課内
「出張!なんでも
　鑑定団in平戸」
　　　　　　観覧係

※ここは白紙の
　ままで往信

往信おもて 返信うら

観覧希望者の
　郵便番号
　住所
　氏名

観覧希望者の
住所
氏名
電話番号

返信
「出張!鑑定団観覧希望」

返信おもて 往信うら

●応募方法（往復ハガキの記入要領）

●抽選結果発表
　８月下旬に返信はがきでお知らせします。

観覧
無料

「ヌルヌルして楽しいね!!」「ヌルヌルして楽しいね!!」
～おぎた田んぼの学校～～おぎた田んぼの学校～

「ヌルヌルして楽しいね!!」
～おぎた田んぼの学校～



１

１

２

３

４

５

６

７

８

９
10

11

５６

７

９10

11

８

２

３ ４

広報ひらど 平成21年８月号 2Hirado City Public Relations,2009.83

交
流
も
変
革
の
年

　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

●
ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル「
学
生
大
使
」２
０
０
９

　

６
月
15
日
か
ら
７
月
17
日
ま
で
の
間
、

３
年
目
を
迎
え
る
ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ

ル「
学
生
大
使
」プ
ロ
グ
ラ
ム（
以
下「
Ｐ

Ｔ
Ｐ
」）で
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
10
グ

ル
ー
プ
、
３
９
９
人
が
、
平
戸
を
訪
れ
ま

し
た
。「
学
生
大
使
」の
み
な
さ
ん
の
受
け

入
れ
は
、
本
市
に
拠
点
を
置
く
教
育
団
体

「
小
さ
な
世
界
学
校
」が
、
米
国
Ｐ
Ｔ
Ｐ
お

よ
び
旅
行
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｇ
Ｍ
Ｔ
社
か
ら
委

託
を
受
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
７
日
間
に

渡
り
長
崎
県
に
滞
在
し
、
う
ち
５
日
間
は

市
内
の
小
学
校
・
高
校
で
の
交
流
や
茶
道
、

塩
づ
く
り
、
漁
業
体
験
な
ど
を
体
験
し
た

ほ
か
、
平
戸
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
泊
の
う
ち
３
泊
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
受
け
入
れ
家
族
と
一
緒
に
生
活

を
共
に
す
る
う
ち
に
、
ま
る
で
本
当
の
息

子
や
娘
の
よ
う
に
家
族
の
中
に
溶
け
込
み
、

楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

交流

体験

今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
展
開

コミュニケーショ
ンと英語の好学習

自然や文化などの
地域素材を活かす

平
戸
で
ア
メ
リ
カ
の
修
学
旅
行
生
と
出
会
う
風
景
。

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル「
学
生
大
使
」も

平
戸
の
地
に
根
付
き
、
さ
ら
に
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　市内の５つの小学校と２つの高校で交流授業を行いま
した。平戸では外国人とのさまざまな交流が行われてい
るため、児童や生徒のみなさんはすぐに仲良くなり、趣
向を凝らした出し物や遊びで親睦を深めました。
　「学生大使」のみなさんは、「日本の子どもたちの明る
さに勇気づけられた」「集団の中で互いを思いやる文化が
素晴らしい」とさまざまな感想を話していました。英語
をじかに聞き、自分の思いを英語で伝えようとすること
は、児童や生徒のみなさんにとって、貴重な学習機会に
なりました。　

　「学生大使」のみなさんは、滞在期間中、平戸
の自然・文化などを活かしたさまざまな「生活
文化プログラム」を体験しました。
　平戸に暮らす私たちにとっては、ごく普通の
景色や魚釣り・田植え、茶道などの生活文化が、
遠い異国から訪れた「学生大使」のみなさんに
とっては、すべてが新鮮な体験ばかりだったよ
うです。

　「学生大使」のみなさんは、平戸での３泊をホストファミ
リー宅にホームステイします。初めは緊張していても、おも
てなしの心が通じ次第に打ち解けていきます。受け入れた地
域も、若い「学生大使」のパワーをもらい、笑顔と元気な声が
響きわたる町に変わってきています。

　

平
戸
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ｐ
は
、
本

市
出
身
の
一
人
の
青
年
の
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
事
業
で
す
。
青
年
は
24
歳
の
と
き
、

「
自
分
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
、
何
の
た
め

に
生
き
て
い
き
た
い
の
だ
ろ
う
」と
い
う

問
い
と
不
安
を
抱
え
て
平
戸
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

　

青
年
の
名
前
は
小
関
哲
さ
ん
。
幼
稚
園

か
ら
中
学
校
ま
で
を
平
戸
で
育
ち
、
佐
世

保
の
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
が
中
退
。
奨

学
金
を
得
て
２
年
間
英
国
へ
留
学
後
、
京

都
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
就
職
を
考
え
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
大
都
市
・
大
企
業
へ
の
就
職

に
疑
問
を
感
じ
、
体
一
つ
に
テ
ン
ト
を
背

負
っ
て
国
内
外
の
田
舎
を
放
浪
し
、
人
生

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
彼
が
、
心
の
中
で
温
め
て
き
た

プ
ラ
ン
を
実
行
に
移
し
始
め
た
の
が
、
平

戸
に
帰
っ
て
き
た
平
成
16
年
。
そ
れ
か
ら

３
年
後
の
平
成
19
年
、
日
本
で
最
大
規
模

の
ア
メ
リ
カ
人
修
学
旅
行
Ｐ
Ｔ
Ｐ
を
平
戸

に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

手
づ
く
り
の
修
学
旅
行
が
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
お
も
て
な
し
の
心
で
、
全
世
界

48
コ
ー
ス
の
修
学
旅
行
中
、「
世
界
第
１

位
」の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｐ
は
、
本
市
出
身
の
一
人
の
青
年

の
思
い
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
共
感
を

呼
び
、
協
力
・
応
援
を
得
て
実
現
で
き
た

事
業
で
す
。

　

志
々
伎
体
験
型
振
興
会
で
は
、
国

内
を
は
じ
め
海
外
か
ら
の
学
生
を
民

泊
で
受
け
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
さ
ん
夫
婦
は
、「
民
泊
を
受
け

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
地
域

の
人
や
受
け
入
れ
た
子
ど
も
た
ち
と

の
会
話
の
お
か
げ
で
、
若
い
人
と
よ

く
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
。
受
け
入
れ
の
た
め

　将棋の駒の進み方を教えた後、
いよいよ対局
　日本の古き遊び「はないちもん
め」。次は誰がほしいのかな
　日ごろ練習している「祭りのん
のこ」を一緒に練習
　うちわや色紙に書道の練習を
した後、太い筆で大作に挑戦

　お弁当を作って、上
段の野へピクニック
　浴衣に着替えて、着
付けをしてくれたみな
さんと記念撮影
　松浦史料博物館「閑
雲亭」で、茶道体験。「烏
羽玉」は初めての味
　塩炊き屋で、海水か
らの塩づくりを通して、
海水汚染問題を考えた

真心
若いパワーをもらい
地域が活性化

　夏はやっぱり花火で歓迎
　ホストファミリーが集まっ
て手づくりの歓迎会
　コップは手づくりの竹コッ
プ。使った後は、お土産とし
て持って帰りました。

若
い
人
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、
夫
婦
と
も
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

に
、
夫
婦
と
も
病
気
す
る
暇
な
ど
な

い
。
も
っ
と
全
国
の
人
に
志
々
伎
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
に
こ
や

か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

西 友久さん（76）
　 良子さん（70）

志々伎体験型振興会

一
人
の
青
年
が
思
い
描
い
た
事
業

とも    ひさ

りょう　こ

特
集

う

かん

ば　  たま

うん   てい
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「
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
ね
」と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
う
れ
し
い
こ
と
で
す

が
、
私
は
あ
ま
り「
地
域
の
た
め
に
」と
言

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
貢
献
」は
、
あ
く
ま
で
結
果
と
し

て
ほ
か
の
人
や
歴
史
が
判
断
す
べ
き
こ
と

で
、
そ
れ
を
高
く
掲
げ
て
し
ま
う
と
、
ど

こ
か
に
甘
え
や
ご
ま
か
し
が
出
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
自
分
の
仕
事
が
、
結
果
的
に
故
郷

に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
非
常
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

私
が
Ｐ
Ｔ
Ｐ
を
平
戸
で
行
っ
て
い
る
の

は
、
平
戸
が
自
分
の
活
動
に
と
っ
て
最
も

適
し
た
土
地
だ
と
判
断
し
て
い
る
か
ら
で

す
。

　

つ
ま
り
平
戸
に
は
、
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ｐ
を
行

う
の
に
必
要
な
美
し
い
自
然
や
文
化
が
あ

り
、
そ
こ
に
心
温
か
い
み
な
さ
ん
が
た
く

さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
世
界
に

通
用
す
る
商
品
」と
し
て
仕
上
げ
る
た
め

の
埋
も
れ
た
素
材
が
、
数
多
く
あ
る
と
こ

ろ
な
の
で
す
。

　

自
分
の
活
動
に
適
し
た
場
所
を
追
い
求

め
た
末
に
、
平
戸
で
の
Ｐ
Ｔ
Ｐ
に
た
ど
り

着
い
た
小
関
さ
ん
。Ｐ
Ｔ
Ｐ
を
平
戸
に
誘

致
す
る
ま
で
に
は
、
大
き
な
壁
を
乗
り
越

え
て
き
た
小
関
さ
ん
の
あ
つ
い
思
い
と
人

知
れ
ず
重
ね
て
き
た
努
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
支
え
て
く
れ
た
地
域
の
み
な
さ
ん
や
仲

間
た
ち
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
挑
戦
し
、
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
そ
の
先
に
成
功
は
見
え
て
き
ま

せ
ん
。

　

こ
こ
に
、
国
際
交
流
と
地
域
活
性
化
が

融
合
し
た
交
流
事
業
が
誕
生
し
、
地
域
の

み
な
さ
ん
を
巻
き
込
ん
で
、
大
き
く
成
長

し
て
い
ま
す
。
過
疎
化
が
進
む
町
に
も
交

流
の
火
が
灯
り
、
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る

声
が
響
き
わ
た
る
町
に
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
小
関
さ
ん
の
思
い
に
感
動
し
、

共
感
し
た
若
者
た
ち
が
、
全
国
、
い
や
世

界
中
か
ら
平
戸
に
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
自
分
も
通
訳
に
な
っ
て
、
国
際
交
流
事

業
に
携
わ
り
た
い
」と
思
い
、
努
力
を
重

ね
、
事
業
に
参
加
し
て
い
る
若
者
た
ち
も

出
て
き
て
い
ま
す
。

　

３
年
目
を
迎
え
た
Ｐ
Ｔ
Ｐ
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
、
世
界
や
国
内

か
ら
集
ま
る
小
関
さ
ん
の
思
い
を
受
け
継

ぐ
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
平
戸
に
根
ざ
し

た
事
業
へ
と
独
り
立
ち
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

事業起業から独り立ちへ

平
戸
に
は
現
代
社
会
が
見
失
っ
た「
感
動
」が
あ
る

国
内
外
の
若
者
た
ち
を
迎
え
入
れ

平
戸
を「
感
動
産
業
」の
先
進
地
に
し
た
い

◎
国
際
交
流
と
地
域
活
性
化
の
融
合

▼
真
心
を
伝
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍

▼
故
郷
平
戸
へ
の
思
い

受
け
継
が
れ
る
思
い

▼
世
界
一
の
評
価
の
要
因
は

　

世
界
一
の
評
価
の
要
因
は
、
二
つ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、「
学
生
大

使
」の
み
な
さ
ん
に
平
戸
の
美
し
い
自
然

だ
け
で
な
く
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
直

に
感
じ
て
も
ら
い
、
そ
の
ぬ
く
も
り
に
触

れ
て
も
ら
っ
た
こ
と
。
旅
行
と
は
感
動
を

売
る
産
業
で
あ
り
、
真
の
感
動
に
は「
魅

力
的
な
人
物
」と
の
出
会
い
が
不
可
欠
で

す
。
平
戸
に
は
、
大
都
会
で
忘
れ
ら
れ
て

し
ま
っ
た「
本
当
に
大
切
な
も
の
」を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
る
魅
力
的
な
み
な
さ
ん
が
、

た
く
さ
ん
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
要
因
は
、
そ
の
平
戸
の
魅

力
を「
学
生
大
使
」の
み
な
さ
ん
に
、
完
ぺ

き
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
感
受
性
豊
か

で
心
の
き
れ
い
な
若
い
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の

存
在
で
す
。Ｐ
Ｔ
Ｐ
は
、
心
温
か
い
平
戸

の
み
な
さ
ん
と
世
界
中
か
ら
集
っ
た
優
秀

な
ス
タ
ッ
フ
と
の
、
素
晴
ら
し
い
掛
け
算

に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ど
ち

ら
が
欠
け
て
も
、
絶
対
に
成
し
得
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
夏「
小
さ
な
世
界
学
校
」で
は
、
12

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
プ
ロ
と
し
て
報
酬
を
も

ら
い
働
き
ま
し
た（
う
ち
平
戸
出
身
者
３

人
）。

　

こ
の
若
者
た
ち
の
多
く
は
、
世
界
の
名

門
大
学
の
卒
業
生
や
現
役
生
で
す
。
平
均

年
齢
20
歳
そ
こ
そ
こ
で
す
が
、
７
週
間
の

間
、
平
戸
で
た
く
さ
ん
の
出
会
い
と
感
動

を
与
え
る
た
め
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
身

を
粉
に
し
て
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。「
頭

の
よ
さ
」や「
高
い
英
語
力
」以
上
に
、「
き

れ
い
で
ま
っ
す
ぐ
な
心
」を
持
っ
た
若
者

た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
平
戸
の
み
な
さ
ん
の

魅
力
を
最
大
限
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

「
学
生
大
使
」の
み
な
さ
ん
も
素
直
に
感
動

を
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

平
戸
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
若
者

た
ち
を
引
き
付
け
る
力
を
持
っ
た
と
こ
ろ

な
の
で
す
。

　

今
後
は
、
平
戸
出
身
の
10
代
や
20
代
の

若
者
に
も
、
自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
る
可

能
性
や
故
郷
の
魅
力
に
気
付
き
、
私
た
ち

の
仲
間
と
し
て
一
緒
に
働
い
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

ＰＴＰに参加して「人の心の温かさ」と
「自然の素晴らしさ」を実感できました。

小さな世界学校

  松口祐子さん（36）
  （中野大久保町）

　３年前、このＰＴＰのことを小関君から聴き、と
ても興味深い事業だったので、現地のコーディネー
ターとして働くことになりました。
　手づくりの修学旅行を最初は手探りの状態からス
タートさせましたが、平戸には素晴らしい素材があ
るので、きっと成功すると思っていました。
　しかし、この事業はその想像をはるかに超えるも
のでした。言葉の壁を越えた本当の交流をたくさん
見ることができ、「人の心の温かさが伝われば、人
と人とは本当に分かり合える」と幾度も思いました。
この仕事を通して、平戸のみなさんの「心の温かさ」、
「自然の素晴らしさ」を改めて実感できましたし、私
自身もたくさんの感動をもらいました。
　また、漁業関係者やホームステイ先の家族のみな
さんなど、日常生活では出会うことのない多くの人
たちと出会うことができました。自分が生まれ育っ
た故郷でこのような仕事ができたこと、また事業に
ご協力・応援してくださったみなさんに感謝してい
ます。

この経験を活かして、社会に貢献でき
る仕事をしたい。

小さな世界学校

  森 健太さん（16）
  （福岡市）

　昨年、長崎の原爆資料館でＰＴＰの活動をしてい
る小関さんに出会いました。話をするうちに、日本
でも田舎といわれている平戸で、アメリカの高校生
と地元のみなさんが、本当の意味での交流をしてい
ることを聴き、今年から働くことになりました。
　まず初めに驚いたことが、ＰＴＰスタッフのすご
さです。世界各地から選りすぐりの精鋭たちが集
まっていました。そのスタッフから学校の授業では
決して得られないものを学び、その経験をアメリカ
の高校生に真っ向からぶつけました。それにより私
は格段とたくましくなったと感じます。16歳でも社
会に貢献することができることを実感できました。
　同世代の若者たちにも、自分と同じような経験を
してほしいと強く願っています。経験を積むことに
よって、それが自信にもつながると思います。
　私自身も、９月から小関さんをはじめＰＴＰス
タッフの多くが卒業しているＵＷＣ（ユナイテッド・
ワールド・カレッジ）に留学します。将来は、社会
に貢献できる仕事をしたいと考えています。

小さな世界学校

代表 小関 哲 さん（29）
お　 せき　さとし

交流も変革の年
　新たなステージへ特集

▲心のこもった通訳で「学生
大使」のみなさんに説明する
ＰＴＰスタッフ

 ■「小さな世界学校」ホームページ　www.nagasaki-islands.org ■ＰＴＰテレビ放送　ＮＨＫ総合テレビ　８月10日（月）24:10 ～

▲ ▲ ▲

ＰＴＰ情報
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指
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
や
行
政
な
ど
で
組
織
す
る「
平

戸
市
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
」が
開
か
れ
、
戦
略
的
な
行
動
計
画
と

し
て
の「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
推
進
プ
ラ
ン
」を

策
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
推
進
プ
ラ
ン
の
目
的

　
「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
推
進
プ
ラ
ン
」の
目
的

は
、「
豊
か
な
海
と
大
地
、
そ
し
て
人
と

歴
史
が
育
ん
だ
我
ら
の
宝
」を
市
民
の
み

な
さ
ん
が
誇
れ
る「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ

ら
ど
自
慢
」と
し
て
輝
か
せ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
消
費
者
や
地
域
、
住
民

の
視
点
に
立
っ
て
、
も
の
づ
く
り
を
行
う

人
材
を
育
て
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
情
報
発

信
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
仕
掛
け
づ
く
り
、

販
売
方
法
な
ど
の
戦
略
に
つ
い
て
策
定
し

て
い
ま
す
。

■
消
費
者
調
査
結
果

　

昨
年
の
8
月
に
、
九
州
や
関
東
、
関
西

地
区
の
一
般
消
費
者
1
0
0
0
人
を
対
象

に
し
た「
平
戸
産
品
に
対
す
る
調
査
」で

は
、
北
部
九
州（
長
崎
県
・
佐
賀
県
・
福

岡
県
）を
除
く
地
域
で
は
、
平
戸
産
品
の

知
名
度
は
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
平
戸
の
産
品
に

対
し
て
、
認
知
度
お
よ
び
購
入
経
験
の
度

合
い
が
比
較
的
高
い
北
部
九
州
と
地
元
を
、

対
象
地
域
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

そ
し
て
、
地
元
発
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
確
立
し
た
後
に
、
消
費
者
の
反
応
や

Ｐ
Ｒ
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
九
州
か
ら

全
国
へ
の
波
及
を
狙
っ
た
宣
伝
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
重
点
を
置
く
消
費
者
像
と
し
て

は
、
女
性
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
飲

食
経
験
お
よ
び
平
戸
の
産
品
の
購
入
意
向

が
高
く
、
さ
ら
に
、
年
齢
と
と
も
に
そ
の

傾
向
が
強
ま
る
こ
と
か
ら
、
35
歳
以
上
の

女
性
を
意
識
し
た
宣
伝
を
重
点
的
に
行
う

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

■
事
業
展
開
の
流
れ

　　

平
戸
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
観
光
を
中

01

へ
、
産
品
の
紹
介
や
料
理
レ
シ
ピ
な
ど
を
、

広
報
紙
な
ど
を
活
用
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化

の
取
組
み
や
旬
の
素
材
を
情
報
提
供
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
、
雑
誌
な
ど
報
道
機
関
の
宣
伝
広
告

を
効
果
的
に
活
用
し
て
、「
平
戸
ブ
ラ
ン

ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど
自

慢
」の
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
取
材
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
形
で
の
情
報
発
信
の
た
め
に
、

積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

　

う
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に「
平
戸
ブ
ラ
ン

ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」の
魅
力
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
試
食
会
や
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
で
の
特
設
ブ
ー
ス
の
設
置
、
関
係
団

体
と
連
携
し
た
料
理
教
室
の
開
催
な
ど
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
外
の
消
費
者
や
関
係
者
向
け
に
は
、

「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」の
安
心

安
全
や
生
産
者
の
こ
だ
わ
り
、
産
品
や
地

域
の
魅
力
を
直
接
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

地
域
交
流
型
の
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
や
事
業
者
向
け
に
は
、

特
産
品
の
発
掘
や
魅
力
向
上
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
デ
ザ
イ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

食
文
化
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ら
れ
る
支
援
体
制
を
強
化
し
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
連
動
し
て
、

　

平
戸
市
が
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
む
目
的
は
、
地
域
産
業
の
低
迷

と
い
っ
た
地
域
課
題
の
ひ
と
つ
の
打
開
策

と
し
て
、
地
域
資
源
の
中
で「
食
」の
価
値

を
見
つ
め
直
し
、
有
効
に
活
用
し
て
地
域

を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
こ
と
を
、
先
月
号
で

紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
食
」の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
目

①知ってもらう
・「平戸ブランド」を観光やイベント
情報などと連動して紹介する
・話題性を高めるイベントの実施
◎予定事業
広報紙で特選素材として旬の食材やレシ
ピの掲載、マスコミを活用した積極的な
情報発信など

③購入または飲食してもらう
・「平戸ブランド」の新メニューの開発
や飲食の場の提供
・市内でのイベントや物産展での展示
販売
◎予定事業
平戸ヒラメまつり・じげもん御膳など地
元食材を活かした取り組み

②興味を持ってもらう
・「平戸ブランド」に関する詳細な情報
提供
・店頭情報の充実や店頭イベントの企
画実施
◎予定事業
生産者・事業者への専門家によるアド
バイス・モニターツアー商談会の開催、
ホームページの開設など

「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」に
関
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
各
産
品
素

材
の
詳
細
な
情
報（
特
徴
や
レ
シ
ピ
、
飲

食
場
所
、
購
入
方
法
）や
物
産
展
な
ど
の

情
報
を
発
信
し
、
消
費
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

③「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
」を
購
入
し
て
も
ら
う

　

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

　

市
内
の
宿
泊
施
設
な
ど
で
、
も
っ
と
地

元
の
食
材
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
な
流

通
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
訪
れ
た
人
が

「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」を
楽
し

め
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
客
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
人
も
気

軽
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な「
平
戸
ブ
ラ
ン

ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」の
新
メ
ニ
ュ
ー
を
開

発
し
、
市
内
で
飲
食
で
き
る
場
を
増
や
し
、

季
節
の
特
産
品
セ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡
都
市
圏
で
の
ホ
テ
ル
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
た「
平
戸
フ
ェ
ア
」や
観
光

物
産
展
を
開
催
し
、「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・

ひ
ら
ど
自
慢
」の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
、
今
後
3
年

間
、
集
中
的
に
繰
り
返
し
実
施
し
、
平
戸

産
品
を「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」

と
し
て
輝
や
か
せ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
、
平
戸
に
は
す
ば
ら
し
い
産
品
が
あ
る

と
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
に
、
初
め
て
真
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

『
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
推
進
プ
ラ
ン
』で

　
　
　
　
　

新
た
な
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す

心
と
し
た
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、「
平
戸
観
光
の
Ｐ
Ｒ

や
誘
客
に
関
わ
る
情
報
発
信
」と
連
動
し

た
、
効
果
的
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度

を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
に
お
い
て
は
、
北
部
九
州

で
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
情
報
や
店
頭
で

の
チ
ラ
シ
、
口
コ
ミ
な
ど
が
産
品
を
購
入

す
る
き
っ
か
け
と
し
て
上
位
に
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
平
戸
の
産
品
に

つ
い
て
、
知
っ
て（
気
づ
い
て
）も
ら
い
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
購
入
し
て
も
ら

う
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
、
繰
り
返
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
平
戸
産
品
の
情
報
発
信
の
取
り
組
み

　

平
戸
の
産
品
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
や
消
費
者
の
み
な
さ
ん

平戸ブランドを発信する

平戸ブランドを仕掛ける 平戸ブランドを届ける

◎事業展開の流れ
「
豊
か
な
海
と
大
地
、
そ
し
て
人
と
歴
史
が
育
ん
だ
我
ら
の
宝
」
で
あ
る
食
を

地
域
の
誇
れ
る
「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」（
仮
称
）
と
す
る
た
め
の

戦
略
的
な
宣
伝
や
販
路
拡
大
な
ど
の
行
動
計
画
で
す

地域ブランド
の創造  №２

平戸　　自慢

▲推進プランについて論議する協議会委員

▲イベント会場で平戸産品カレーを食べる子どもたち
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■
産
品
選
定
の
基
準　

　

平
戸
に
は
、
魅
力
あ
る
産
品
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
知
名
度
が
ま
だ
低
い
た
め
、

平
戸
の
産
品
の
中
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
モ
デ

ル
品
目
と
し
て
26
品
目
を
選
定
し
て
、
販

路
拡
大
を
目
指
し
た
流
通
展
開
や
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
と
雑
誌
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
モ
デ
ル
品
目
は
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
と
し
て
期
待
で
き
る
将
来
性

あ
る
産
品
を
、「
平
戸
市
地
域
資
源
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
協
議
会
」に
お
い
て
協
議
し

て
決
定
し
ま
し
た
。
選
定
基
準
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
産
力
や
競
争
力
、
地
域
性
な

ど
、
他
地
域
の
産
品
に
比
べ
て
差
別
性
の

高
い
価
値
が
あ
る
、
平
戸
牛
や
ヤ
リ
イ
カ
、

ヒ
ラ
マ
サ
な
ど
26
品
目
を
選
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
広
報
ひ
ら
ど
で
は
、
こ
れ
ら
の

選
定
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
モ
デ
ル
品
目
に
つ

き
ま
し
て
、
毎
月
、
生
産
の
背
景
な
ど
を

紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

※
今
月
号
で
は
、
10
〜

   13   
ペ
ー
ジ
に

　

２
つ
の
産
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
４
課（
企
画
課
、
観
光
商
工
課
、
農

　

林
課
、
水
産
課
）で
連
携
し
た
食
を

　

活
か
し
た
事
業
担
当
者
コ
メ
ン
ト

　
「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」の

確
立
を
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
物

産
振
興
の
取
り
組
み
は
、
物
産
展
や
青

果
市
場
、
ス
ー
パ
ー
で
の
生
産
者
に
よ

る
P
R
が
中
心
で
、
農
協
や
漁
協
な
ど

生
産
者
同
士
の
連
携
や
消
費
者
と
の
交

流
を
生
み
出
す
仕
組
み
が
十
分
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
地
域
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
普
段
か
ら
食
べ
て

い
て
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
産

品
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と

が
、
平
戸
産
品
の
価
値
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
足
り
な
か
っ
た
も
の
は
何

か
。
そ
れ
は
、
平
戸
の
魅
力
あ
る
産
品

の
情
報
に
つ
い
て
、「
伝
え
る
こ
と
」が

不
足
し
て
い
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
報
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
で
、
食
の
町
と
し
て
の「
平
戸
」の
価

値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

全
国
の
消
費
者
を
対
象
に
、
平
戸
の

産
品
の
認
知
度
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
早
く
か
ら
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
き

た「
平
戸
ひ
ら
め
」や「
平
戸
牛
」な
ど

の
認
知
度
は
、
北
部
九
州
を
中
心
に
高

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
産
物

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
認
知
度
は
低
い
の

が
現
状
で
す
。

●
平
戸
華
麗
対
決

　

7
月
18
日
、
平
戸
公
園
で
、「
平
戸

大
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
サ
ン
ク
ス
フ
ェ

ス
タ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

の
イ
ベ
ン
ト
で
、「
平
戸
華
麗（
カ

レ
ー
）対
決
」と
し
て
、
市
内
５
店
舗

の
料
理
人
が
、
平
戸
産
の
旬
の
食
材

を
活
か
し
た
個
性
溢
れ
る
カ
レ
ー
を

創
作
し
、
ワ
ン
コ
イ
ン（
５
０
０
円
）

で
販
売
。
当
日
は
、
こ
の
カ
レ
ー
を

求
め
に
大
勢
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、

そ
の
お
い
し
さ
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
に

は
、
平
戸
産
品
を
紹
介
し
食
べ
て
も

ら
う
た
め
の
ブ
ー
ス
な
ど
を
設
置
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
家
族

で
平
戸
産
品
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
秋
の
大
型
連
休
に
食
の
祭
典
の

　

実
施
を
計
画
中
！

　

９
月
20
日（
日
）〜
22
日（
祝
・
火
）

の
3
日
間
、
平
戸
港
交
流
広
場
を
会

場
に
、
食
の
祭
典（
イ
ベ
ン
ト
名
未

定
）を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
戸
の
食
材

の
魅
力
を
広
く
P
R
す
る
と
と
も
に
、

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
年
を
記
念
す
る
事
業

と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

飲
食
店
の
料
理
人
が
、
平
戸
牛
や
ウ

チ
ワ
エ
ビ
、
イ
カ
、
じ
ゃ
が
い
も
、

し
い
た
け
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
モ
デ
ル

品
目
で
あ
る
産
品
を
、
ア
レ
ン
ジ
し

た
料
理
で
も
て
な
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

会
場
全
体
を
お
い
し
い
屋
台
村
の
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
現
在
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
メ
ニ
ュ
ー
や
企

画
を
考
え
る
な
ど
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
9
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

『平戸ブランド・ひらど自慢』
　　26のモデル品目を選定しています

食
を
活
か
し
た
新
た
な

　
　

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す

「豊かな海と大地、そして人と歴史が育んだ我らの宝」を
重点的に販路拡大や宣伝などを実施していく産品として、
生産力や競争力などを基準に、ブランドモデル品目となる
26品目の産品を選定しています。

地域ブランド
の創造  №２

①毎年生産される旬を代表するもの
②希少性、高級感
③特徴的な食べ方（料理法）
④地域住民に馴染みが深い
⑤すでに地域ブランドとして一定の定着がある
⑥積極的な利用を促したいもの
⑦他地区でブランド化されていない特異的なもの
⑧品質管理・安定供給の維持が可能なもの
⑨資源管理の取り組みが見られるもの

◎ブランドモデル品目選定基準◎ブランドモデル品目

ヤリイカ
ヒラマサ
カサゴ
イサキ
タコ
アワビ
マハタ
トビウオ
カマス

カワハギ
シイラ
アオリイカ
アカウニ
ヒラメ
ウチワエビ
クエ
カキ
アイゴ

天然塩
平戸牛
平戸米
アスパラガス
いちご
玉ねぎ
じゃがいも
菌床しいたけ

戸
華
麗
対
決

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す

を
始
め
て
い
ま
す

『
平
戸
が
誇
る
旬
素
材
の
華
麗（
カ
レ
ー
）な
る
対
決
』

●平戸産品で新メニューのカレー
「平戸牛華麗」／やなぎや食堂
平戸牛と平戸産の野菜をじっくり煮込んだカレー
「オランダ風平戸夏野菜華麗」／レストランファミリー
平戸産の野菜をふんだんに使用し、チーズを絡めた一品
「平戸タコ華麗」／磯かつ
新鮮なタコを炒めたタコライスとたこ焼き風ソースの一品
「平戸フィッシュ華麗バーガー」／舘浦漁協
シイラのカレー風味フライの特製フィッシュバーガー
「平戸男気華麗（牛スジ）」／居酒屋「貴苑」
平戸牛のスジを秘伝の味噌で煮込んで、スパイスを効かせた一品
「平戸プレミア華麗」　※プレミア販売(器付で１万円）
平戸産旬カレーと平戸焼の器で食べる豪華なプレミアカレー

▲試作中の平戸牛とじゃがいもコロッケ

豪
華
な
平
戸
プ
レ
ミ
ア
華
麗

▲

　

こ
う
し
た
中
で
、
海
や
大
地
、
人
の

営
み
に
育
ま
れ
て
き
た
地
場
産
品
を
地

域
の
宝
と
し
て
、
市
民
や
観
光
客
、
そ

し
て
全
国
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
取
り
組
ん
で
い
る
の
が「
平
戸
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業
」で
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
宣
伝
活
動
や
情
報

発
信
を
通
じ
て
、「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・

ひ
ら
ど
自
慢
」を
各
地
に
売
り
込
む
こ

と
で
、
生
産
者
の
支
援
と
農
林
水
産
業

や
関
連
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど

自
慢
」を
地
域
の
誇
り
と
愛
着
を
も
っ

て
自
慢
で
き
る
よ
う
に
、
生
産
者
や
関

係
団
体
、
そ
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
い
ろ
い

ろ
な
仕
掛
け
を
し
て
い
き
な
が
ら
、

「
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
・
ひ
ら
ど
自
慢
」を
、

価
値
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

▲平戸ブランド担当職員
右から観光商工課・土田主事、近藤班長、
農林課・藤村技師、水産課・山口主事

平戸　　自慢
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▲　写真上右：大石脇町のながさき西海
農協平戸フィードロットでは約 370 頭の
牛を肥育しており、大きくて肉質のよい牛
を育てるために、徹底した肥育管理を行っ
ている▼写真下：生月町の山頭草原に放
牧される子牛。自然豊かな環境で育つこと
により丈夫な牛に成長する

ながさき西海農協の
平戸フィードロット
（肥育場）で、現場の
責任者として、毎日、
約 370 頭の牛の世話
と管理を行っている

ながさき
    　西海農協
福川  勇人さん
◎生月町山田免（42）

平戸市大久保町出身
で、20 年間ほど佐世
保市のホテルでフレ
ンチ料理の担当とし
て勤務。焼肉市山の
オープン時から料理
長として、常においし
い平戸牛を活かした
料理を追求している

平戸牛の肉汁と平戸産玉ねぎの甘みが絡み、
肉のおいしさを十分に引き出すソース

焼肉市山　料理長　
上尾　政勝さん
◎佐世保市（53）

平戸の雄大な自然が
　　　　育んだ最高の肉質

◎牛肉は部位の特性がはっ
きりしており、それぞれの
料理にあわせて肉を選ぶこ
とでよりおいしく味わえる。
部位により差はあるが、良
質のたんぱく質を多く含み、
鉄や亜鉛などのミネラルも
豊富。牛肉のうまみ成分は
主にイノシン酸で、熟成す
ると増加しておいしくなる

一
頭
ず
つ
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

究
極
の
味「
平
戸
牛
」

　

肉
用
牛
の
生
産
農
家
は
、
母
牛
か
ら
生

ま
れ
た
子
牛
を
約
９
か
月
齢
ま
で
育
て
る

「
繁
殖
農
家
」と
、
そ
の
後
、
約
20
か
月
齢

ま
で
飼
育
す
る「
肥
育
農
家
」が
あ
り
、
繁

殖
と
肥
育
を
一
貫
で
行
う
形
態
も
あ
り
ま

す
。

　

現
在
は
、
平
戸
市
の
肥
育
農
家
戸
数
は

８
戸
で
、
１
２
８
３
頭（
平
成
21
年
４
月

現
在
）が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
佐
世
保
市
の「
佐
世
保
食
肉

セ
ン
タ
ー
」を
通
し
て
、
精
肉
店
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
小
売
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
飲
食
店
な
ど
で
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

平
戸
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、

丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
た
平
戸
牛
は
、
鮮

や
か
な
色
あ
い
、
な
め
ら
か
で
柔
ら
か
い

肉
質
、
豊
か
な
風
味
が
特
徴
で
、
サ
ー
ロ

イ
ン
は
ス
テ
ー
キ
や
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、

か
た
ロ
ー
ス
は
す
き
焼
き
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
最
適
な
逸

品
で
す
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

う
ま
み
の
あ
る
平
戸
牛
は
、
余

分
な
味
付
け
が
い
ら
な
い

　

焼
肉
市
山
の
オ
ー
プ
ン
時
に
料
理

長
と
し
て
の
誘
い
が
あ
っ
た
と
き
に

は
、
フ
レ
ン
チ
料
理
を
専
門
に
し
て

い
た
の
で
、
専
門
外
の
仕
事
で
戸
惑

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
平
戸
牛
を
味
わ
っ

て
み
て
、
そ
の
考
え
は
変
わ
り
ま
し

た
。
柔
ら
か
い
だ
け
の
肉
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
肉
本
来
の
う
ま
み

と
甘
さ
が
ほ
か
の
肉
と
は
違
い
ま
す
。

だ
か
ら
調
理
の
際
に
は
、
余
分
な

ソ
ー
ス
な
ど
必
要
な
く
、
塩
こ
し
ょ

う
だ
け
で
も
、
び
っ
く
り
す
る
く
ら

い
の
お
い
し
さ
で
す
。

　

ま
た
、
毎
日
、
新
鮮
市
場
な
ど
で

仕
入
れ
た
地
場
産
の
野
菜
や
果
物
で
、

前
菜
や
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
料
理
を
出

し
て
い
て
実
感
し
て
い
ま
す
が
、
平

戸
は
、
肉
だ
け
で
は
な
く
い
ろ
い
ろ

な
食
材
の
宝
庫
だ
と
思
い
ま
す
。

平
戸
牛

◎材　料
平戸牛（ステーキまたは焼肉用）、玉ね
ぎ1/2個(120 ～ 130ｇ)、酒大さじ2、
濃口しょうゆ大さじ１、バター適量、
こしょう適量
◎作り方※酒を入れる時にやけどに注意
①塩こしょうした肉をお好みで焼く②
肉を取り出し、そのフライパンで肉汁
とスライスorみじん切りの玉ねぎを強
火で良く炒める③酒大さじ2杯を入れ、
しょうゆを鍋肌から香りを付けるよう
に回し入れる④弱火にし、バターを入
れ溶けるまで混ぜて、お好みでこしょ
うをいれる

チャレンジお手軽レシピ

平戸産玉ねぎのステーキソース

Vol - 01

肉
本
来
の
う
ま
み
を
持
ち
上
質
な

甘
み
の
あ
る
味
わ
い
が
特
徴
の
逸
品

肉
用
牛
の
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
の
生
産
に
、

情
熱
を
注
ぐ
福
川
勇
人
さ
ん
。「
牛
に
は

４
つ
の
胃
袋
が
あ
り
、
子
牛
時
に
第
１
胃

袋
を
丈
夫
に
す
る
こ
と
で
、
肥
育
期
間
に

多
く
の
飼
料
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
大
き
い
牛
に
育
ち
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
肉
質
の

良
い
牛
を
生
産
で
き
ま
す
の
で
、
毎
日
、

一
頭
一
頭
を
注
意
深
く
観
察
し
な
が
ら
飼

育
し
て
い
ま
す
」と
福
川
さ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
生
産
管
理
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
全
国
の
市
場
や
消

費
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

福
川
さ
ん
は「
大
切
な
生
き
物
の
命
を

預
か
り
、
食
と
し
て
提
供
す
る
責
任
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
消
費
者
に
安
心
し
て
提

供
で
き
る
肉
と
し
て
、
大
事
に
飼
育
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
最
高
の
逸
品
で
あ
る
平

戸
牛
を
、
食
卓
で
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Interview

▲

※牛の固体識別番号：0202757436

【平戸牛のサーロインステーキ】

春 夏 秋 冬
◎旬の時期
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▲写真上：アワビの生育状況などを念入り
に確認している福畑さん　　写真右：２年
～３年かけて、度島のきれいな海と良質のコ
ンブで育った、活きの良い出荷前のアワビ　
▼写真下：出荷前のアワビで溢れるかごの
引き揚げ作業を行う福畑さん

県北地区漁業士会会
長（指導漁業士）と
して若手漁業者の指
導も行いながら、ア
ワビの資源管理や磯
焼け対策にも率先し
て取り組んでいる

県北地区
漁業士会会長

福畑　敏光さん　　　　　　　　　　　　　　
◎度島町（46）

福岡や佐賀のホテル、
日本料理店を経て、4
年前に旗松亭の総調
理長に就任。日ごろ
から地域の生産者と
接しながら、地元の
食材を活かした料理
づくりを行っている

アワビのうまみと、ピリ辛の味噌タレが絶
妙｡彩りも鮮やかな夏にぴったりの一品

国際観光ホテル
旗松亭　総調理長
陣内　幸二さん
◎大久保町（40）

豊かな平戸の海が育んだ豊かな平戸の海が育んだ
　　うまみと食感が極上の逸品　　うまみと食感が極上の逸品

◎アワビは、約80種あり、
日本では、クロアワビやメ
ガイアワビなどがある。資
源維持のため漁場の管理や
漁獲の規制が行われている。
成分の特徴としては、コ
ラーゲンが多いので、 生で
はコリコリしているが、火
を通すとコラーゲンがゼラ
チンに変わり柔らかくなる

平
戸
の
海
が
育
ん
だ
極
上
の
逸
品

　

ア
ワ
ビ
は
古
く
か
ら
、
お
客
さ
ん
を
も

て
な
す
と
き
や
神
事
の
際
の
お
供
え
物
な

ど
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
ま
し
た
。「
の
し
袋
」の
の
し
は
、「
延

（
の
）し
鮑（
ア
ワ
ビ
）」の
略
で
、
乾
燥
さ

せ
た
ア
ワ
ビ
の
貝
柱
を
薄
く
削
り
、
丹
念

に
の
し
て
束
ね
た
も
の
が
起
源
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ワ
ビ
は
味
も
貝
類
の
中
で
最

も
美
味
と
さ
れ
、
し
こ
し
こ
と
し
た
歯
ざ

わ
り
の
食
感
と
、
独
特
の
磯
の
香
り
と
う

ま
み
が
す
ば
ら
し
い
逸
品
で
す
。

　

平
戸
市
で
の
ア
ワ
ビ
の
出
荷
量
は
、
平

成
19
年
は
30
ト
ン
で
、
磯
焼
け
な
ど
の
影

響
に
よ
り
漁
獲
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
で
、
ま
す
ま
す
貴

重
な
産
品
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
現
在
、
養

殖
ア
ワ
ビ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
戸

の
き
れ
い
な
海
と
良
質
の
コ
ン
ブ
を
餌
に

育
っ
た
養
殖
ア
ワ
ビ
は
、
身
が
柔
ら
か
く
、

う
ま
み
が
あ
り
、
天
然
も
の
と
比
べ
て
も

見
劣
り
し
ま
せ
ん
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

度
島
町
で
素
潜
り
漁
や
か
ご
漁
を
は
じ
め

天
然
も
の
と
変
わ
ら
な
い
品
質

　

平
戸
の
養
殖
ア
ワ
ビ
は
、
良
い
環

境
と
豊
富
な
餌
を
食
べ
て
い
る
た
め
、

活
き
が
良
く
、
身
に
コ
リ
コ
リ
感
が

あ
り
、
天
然
も
の
と
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
一
般
的
な
養
殖
ア
ワ
ビ
は
、

煮
込
ん
だ
り
す
る
と
身
が
縮
み
や
す

い
の
で
す
が
、
平
戸
の
養
殖
ア
ワ
ビ

は
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
な
く
、
優
れ

た
品
質
管
理
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
自
信
を
も
っ
て
お
客

さ
ま
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

刺
身
を
は
じ
め
、
煮
た
り
、
焼
い
た

り
と
ど
ん
な
調
理
法
に
も
合
う
逸
品

で
、
お
客
さ
ま
に
も
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
料
理
を
提
供
す
る
際
に
は
、

地
産
地
消
を
第
一
に
考
え
て
、
地
域

の
農
業
者
や
漁
業
者
の
み
な
さ
ん
と

連
携
し
て
、
豊
富
な
平
戸
の
食
材
を

活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

ア
ワ
ビ

◎材　料
鮑100g、パプリカ赤･黄適量、玉ねぎ
適量、バター 15g、白ワイン30cc
☆タレの材料、赤味噌20g、砂糖大さ
じ１、酒大さじ2、みりん大さじ2、に
んにく（すりおろし）１片、七味少々
◎作り方
①アワビをよく洗う②熱したフライパ
ンにバターを入れ焼く。アワビに火が
通れば白ワインを入れて蒸し焼きにす
る③小口に切った野菜を入れ、アワビ
と炒める④タレの材料を合せたものを、
アワビとよく絡ませながら炒める

アワビのピリ辛味噌炒め　　　　　　　

Vol - 02

貝
類
の
中
で
も
別
格
の
お
い
し
さ
は

貝
の
王
様
と
も
呼
ば
れ
る
高
級
食
材

多
彩
な
漁
を
行
い
な
が
ら
、
海
面
で
の
ア

ワ
ビ
養
殖
も
手
が
け
て
い
る
福
畑
敏
光
さ

ん
。「
ア
ワ
ビ
の
養
殖
は
、
８
年
前
か
ら

始
め
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
磯
焼
け
な
ど

の
影
響
で
漁
獲
量
が
年
々
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
生
産
を
目
指
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
２
〜
３
年
か
け
９
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
に
成
長
し
た
も
の
を
出
荷
し

て
い
ま
す
が
、
食
べ
や
す
い
１
人
前
サ
イ

ズ
で
人
気
が
あ
り
ま
す
」と
福
畑
さ
ん
。

市
内
で
は
、
主
に
ホ
テ
ル
な
ど
で
利
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
天
然
も
の
と
変
わ
ら
な

い
品
質
の
良
さ
か
ら
、
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

福
畑
さ
ん
は「
天
然
も
の
に
負
け
な
い
、

こ
の
お
い
し
い
養
殖
ア
ワ
ビ
の
出
荷
量
を

増
や
し
、
地
域
の
誇
れ
る
特
産
品
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
養
殖
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。　

Interview

【アワビのピリ辛味噌炒め】

チャレンジお手軽レシピ

春 夏 秋 冬
◎旬の時期

▲
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12xおらんだ2009
出会い、交流、今年は10人の芸術家がやってくる！

　2000年に始まり、今年で10回目を迎える「12xおらんだ」。今年は「平戸オランダ年」を記念して、９月14日
（月）から９月28日（月）までの間、過去に平戸を訪れた８人を含む計10人の芸術家を平戸に迎え、「12xおらん
だ・アートフェスティバル」の開催や、学校訪問、出張ミニコンサート、一般ワークショップなどさまざまな活動
を行います。参加する10人の芸術家を紹介します。
■お問い合わせ　企画課地域振興班（☎内線2338）

参加者紹介

ギャビン・ヴィアノ・ファブリ
（1988年生、ヒップホップ、ジャズダンス）

　ギャビンさん自身が運営するダンスカン
パニー「Godgiven」を結成し、オランダ・
ダンス・チャンピオンシップやラスベガ
ス・ヒップホップ・チャンピオンシップな
どに参加しています。

アレックス・デ・ウォルフ
（1958年生、イラスト、絵画）

　オランダ国内をはじめ、海外でも著名な
絵本のイラストレーター。アレックスさん
の絵本は、日本語訳でも出版されています。
「だいじょうぶくまくま」講談社／「森のな
かでみつけたよ」WAKUWAKU童話館など。

アネリンデ・デ・ヨング
（1982年生、絵画）

　アネリンデさんは、絵を紙の上に描く一
般的な技法に限らず、プラスチック、端切
れ布、色紙などさまざまな材料を貼り付け、
一部に加筆などをして描くコラージュを制
作しています。

マイケ・ヴァン・グリンスヴェン
（1978年生、アニメーション、ボクシング）

　リットフェルト美術アカデミーでアニ
メーションを専攻。また、オランダボクシ
ング選手権でチャンピオンになるなど、異
分野で活躍するマイケさん。異分野に通じ
る独特の「動きの芸術」を追求しています。

アルマンド・ヴァンデン・ハーメル
（1974年生、モダンダンス）

　ダンサー、振付家としてオランダ国内外
で活躍するアルマンドさん。障害児のグ
ループへのダンスの指導をはじめ、さまざ
まな状況に応じたダンスの指導を行ってい
ます。

マルヨライン・ヴァン・ローン
（1954年生、リコーダー）

　ヨーロッパ古楽アンサンブルグループ 
と数多くのコンサートを行っているマルヨ
ラインさん。アンサンブル「Reflex」では、
リコーダーの現代音楽の演奏にも取り組ん
だ経歴の持ち主です。

ケイス・ウィーリンガ
（1957年生、ピアノ）

　クラシックから現代音楽まで幅広いレ
パートリーを持つケイスさん。ニューヨー
ク・カーネギーホールをはじめ、アメリカ、
ヨーロッパ各国、トルコなど世界各都市で
コンサート活動を繰り広げています。

ウィル・オッフェルマンズ
（1957年生、フルート、芸術総監督）

　「12ｘおらんだ」発案者でありプロ
デューサーのウィルさん。作曲作品は、ド
イツ、韓国、日本で発売され、数々の賞を
受賞。数多くのフルート奏者の演奏レパー
トリーとして取り上げられています。

ダーヴィット・ヴァン・オーイエン
（1966年生、リュート）

　現在は、独奏者として世界各地で活躍す
る傍ら、多くの古楽アンサンブルやそのＣ
Ｄ録音にも参加しているダーヴィットさん。
デンハーグ王立音楽院でリュートを日本人
の佐藤豊彦さんに学びました。

上田 純子
（1968年生、ボーカル、薩摩琵琶）

　薩摩琵琶ソロ・コンサートや下記ウィル
さんとの二重奏の活動を、世界各地で繰り
広げている上田さん。数多くの作曲家やア
メリカのチェロ奏者ヨーヨーマを含む多く
の演奏家と共演しています。

▲

オランダの芸術を楽しもう！

　平戸オランダ年という記念すべき年、平戸を舞台に、
ヨーロッパ各地で活躍中の芸術家たちの繰り広げる感動の
波をより多くの人々に体験していただけることを祈念し、
この芸術祭を開催します。

　平戸オランダハウス「デ・ハール」（宮の町）で
本市で活躍中の講師陣による初心者向け講座を開
催します。夏休みの作品作りにも最適！ぜひ親子でご
参加ください。講座は１回ごとに受けられます。
■「撮らんば平戸」カメラ教室
　○講　師　浜崎さわこ先生（写真家）
　○と　き　8月30日（日）、9月6日（日）、10月25日（日）
　　　　　　いずれも午後１時～午後４時
　○受講料　大人1,000円、中学生以下500円
■クレヨン画教室
　○講　師　瀬崎正人先生（クレヨン画家）
　○と　き　8月29日（土）、9月6日（日）、10月25日（日）
　　　　　　いずれも午前９時～正午
　○受講料　大人1,000円、中学生以下500円
■トールペイント（木靴絵付け）教室
　○講　師　川前久美先生（アトリエOrangeTime）
　○と　き　8月25日（火）午前9時～正午、9月19日
　　　　　　（土）・10月31日（土）午後1時30分～午
　　　　　　後4時
　○受講料　大人2,000円、中学生以下1,000円

「12xおらんだ」芸術祭
12xHollannd Art Festival

9月22日（祝・火）午後３時開演
　平戸文化センター

9月23日（祝・水）午後３時開演
　田平町民センター

受講者
募集！

入場
無料

12ｘおらんだワークショップ
「女性のためのやさしいボクシング」

「平戸オランダ年！わくわく講座」

■第1部
　　リコーダー、フルート、リュート、ピアノのソロ演奏
　　ヒップホップとモダンダンスのソロ・パフォーマンス
■第2部
　　「風の水平線」
　10人のアーティストによる音楽・ダンス・美術を結集し
た12ｘおらんだ・アート・フェスティバル用の特別作品。
ウィル・オッフェルマンズ芸術総監督／作曲。この作品の
中で、平戸に捧げる新しい歌「風の水平線」も披露されます。

▲
▲
▲

Participant Introduction

　■平戸学教室（小学生・一般）
　　○講　師　松浦史料博物館学芸員ほか
　　○と　き　【小学生】８月８日（土）、８月26日（水）
　　　　　　　【一　般】８月19日（水）、９月16日（水）
　　　　　　　　　　　10月21日（水）、11月18日（水）
　　　　　　　いずれも午後２時～午後３時30分
　　○受講料　大人200円、小学生100円
◎申込み・お問い合わせ
　平戸オランダハウス「デ・ハール」（☎22‐4005）
　※午前11時から午後5時までにご連絡ください。

　2007年オランダボクシング女性チャンピオンのマ
イケさんが講師となり、女性を対象にボクシング講座
を開催します。受講料は無料です。一度だけでも参加
してみませんか？
　○と　き　9月18日（金）・26日（土）午後７時～午
　　　　　　後９時、9月19日（土）午前10時～正午
　○ところ　空手道場（北部公民館前）
◎申込み・お問い合わせ
　企画課地域振興班（☎内線2338）

2006年来平2006年来平

2007年来平2007年来平

2005年来平2005年来平

2006年来平2006年来平

2000年来平2000年来平

2000年来平2000年来平2009年初来平2009年初来平

2009年初来平2009年初来平

毎年来平毎年来平

毎年来平毎年来平

2006年来平

2007年来平

2005年来平

2006年来平

2000年来平

2000年来平2009年初来平

2009年初来平

毎年来平

毎年来平



　

昨
年
か
ら
、
大
学
教
授
な
ど
を
交
え
調

査
を
行
っ
て
き
た
重
要
文
化
的
景
観
選
定

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
第
一
段
階
と
な

る
調
査
を
終
え
７
月
末
に
国
へ
選
定
申
出

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
で
15
か
所
が
重
要
文
化
的

景
観
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
に

開
催
さ
れ
る
国
の
文
化
審
議
会
で
平
戸
地

域
が
選
定
さ
れ
れ
ば
、
九
州
で
４
か
所
目
、

県
内
で
は
初
め
て
の
選
定
に
な
り
ま
す
。

　

重
要
文
化
的
景
観
を
目
指
す
範
囲（
図

１
）は
、
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト「
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」の
構

成
資
産
候
補
と
し
て
も
検
討
さ
れ
、
歴
史

的
、
文
化
的
、
景
観
的
に
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

さ
れ
る
こ
と
で
、
国
内
で
の
明
確
な
価
値

付
け
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
戸
島
お
よ
び
生
月
島
に
は
、
谷
あ
い

に
広
が
る
棚
田
や
丘
陵
地
の
牧
野
な
ど
、

周
囲
の
景
観
と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
農

漁
村
景
観
を
維
持
し
て
い
る
地
域
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
島
西
海
岸
地
域
は
、
水
田
景
観
が

特
徴
的
で
、
谷
を
流
れ
る
河
川
を
中
心
に

棚
田
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、

１
６
０
０
年
代
か
ら
の
文
献
や
絵
図
で
そ

の
景
観
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
16
世
紀
の

キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
よ
る
一
斉
改
宗
と
い

う
大
き
な
歴
史
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
月
地
区
の
牧
野
は
、
牛
が
逃
げ
な
い

よ
う
に
広
大
な
草
原
の
周
囲
を
高
さ
約
１

メ
ー
ト
ル
の
石
垣
で
囲
ん
で
い
ま
す
。
延

喜
式
に
肥
前
六
牧
の
ひ
と
つ
と
し
て「
生

属
馬
牧
」と
あ
り
、
現
在
の
生
月
島
と
す

る
説
が
有
力
で
す
。

　

ま
た
、
鎌
倉
末
期
に
描
か
れ
た
国
牛
十

図「
御
厨
牛
」が
、
こ
の
地
域
産
で
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
古
来
よ
り
島
と
い
う
地
勢

を
利
用
し
て
牧
の
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
景
観
は
、
土
地
に
対
し
て
、

人
々
が
長
期
間
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
土
地
利
用
の
表
れ
で
あ
り
、

平
戸
地
域
独
自
の
歴
史
や
生
活
生
業
を
示

す
文
化
的
景
観
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
生
月
地
区
で
今
も
息
づ
く「
か

く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
習
俗
」は
、
16
世
紀
か

ら
の
文
化
の
継
続
を
実
証
す
る
大
変
貴
重

な
も
の
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
稀
有
な
文

化
的
伝
統
で
す
。

　

今
回
申
し
出
を
行
っ
た
地
域
は
、
春
日

地
区
、
獅
子
地
区
、
根
獅
子
地
区
、
宝
亀

地
区
、
田
崎
・
神
鳥
・
迎
紐
差
地
区
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
地
区
に
つ
い
て
も
、
今
後
追

加
申
し
出
を
目
指
し
ま
す
。
選
定
さ
れ
た

地
区
は
、
整
備
活
用
計
画
を
策
定
し
、
文

化
庁
事
業
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
地

域
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ

て
い
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
６
３
２

平戸から世界遺産を世界遺産

Vol.07

「平戸島と生月島の文化的景観」
～重要文化的景観選定に向け    　　　　　
　　　　 　7月末に国へ選定申出書提出～
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県
内
初
と
な
る

重
要
文
化
的
景
観
選
定
を
目
指
し
て

地
域
独
自
の
価
値
を
持
つ

文
化
的
景
観
と
し
て

▲重要文化的景観の選定を目指している平戸島西海岸地
域の棚田

Interview

　

東
荻
田
の
田
ん
ぼ
で
、
子
ど
も
た
ち
に

田
植
え
の
や
り
方
を
教
え
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
岡
田
眞
さ
ん
で
す
。
平
成
18
年
に

開
校
し
た「
お
ぎ
た
田
ん
ぼ
の
学
校
」で
、

年
間
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
田

植
え
や
稲
刈
り
、
生
き
物
調
査
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

柔
道
ク
ラ
ブ
の
世
話
や
健
全
育
成
会
で

子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
る
う
ち
に
、
も
っ

と
面
倒
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
と
か
。

　

実
際
に
活
動
を
始
め
て
み
る
と
、
田
ん

ぼ
の
準
備
や
採
取
し
た
生
き
物
の
説
明
な

ど
、
岡
田
さ
ん
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
ず
、

「
す
る
け
ん
、
か
せ
し
て
」と
言
っ
て
仲
間

　岡田建築代表。東
荻田区区長、東荻田
工区菜の花まつり実
行委員長として、地
域のために日々活躍
している。子どもた
ちのために自由に活
動できるのは、支え
てくれる妻がいるか
らだとか。趣味は仲
間と集い、語らい、
酒を酌み交わすこと。

を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

で
も
、「
忙
し
か
け
ん
で
き
ん
」と
言
わ

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
ん
な
と
き
、

「
自
分
の
ふ
る
さ
と
は
、
自
分
た
ち
で
守

ら
な
け
れ
ば
誰
が
守
る
、
人
任
せ
で
は
守

れ
な
い
。
立
派
な
議
論
よ
り
行
動
が
大

事
」と
頑
張
っ
て
い
る
岡
田
さ
ん
。

　

課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
岡
田
さ
ん
自

身
も
勉
強
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
、
ふ
る
さ
と

の
里
山
が
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
れ
ば

十
分
」と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
里
山
を
忘
れ
な
い
で

自
分
た
ち
が
守
ら
な
け
れ
ば

人
任
せ
で
ふ
る
さ
と
は
守
れ
な
い
！

岡
田　

眞
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
す
る
け
ん
、
か
せ
し
て
」
手
探
り
で
地
域
の
人
の
心
を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

生涯学習実践人
岡田　眞さん
◎田平町荻田免（56）

お
か    

だ　
　
　
　

 

ま
こ
と

■図１

重要文化的景観を
目指す範囲

え
ん

い
き

ぎ　

し
き

つ
き 

う
ま 

ま
き

み 

く
り
や



山﨑　公継さん（27歳・辻町）
やまさき　 　 ひろつぐ

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

■勤務先

　ヒロツグデンタルオフィス

■ニックネーム

　ひろつぐ

■性格は？

　プラス思考で前向き

■趣味・特技

　筋トレ、ブログ「島の歯医者さん」配信

「歯の大切さを理解してもらうため、
　　　地域に密着した診療をしていきたい」

8月生まれ

　山﨑さんは、２年余り福岡の大学病院で歯科医師と
して勤務後、昨年８月に辻町で歯科医院を開業しまし
た。「辻町は小学４年まで育った町、小さいころを知っ
ている人も多いんです」と山﨑さん。患者さんの都合
に合わせて治療プランを作成するなど、受診しやすい
病院づくりを行っています。また、月に一度、東京で
開催される研修に参加し、最新の歯科知識や技術を学
び、患者さんのために役立てようと頑張っています。

針尾　粋ちゃん
　（Ｈ１８.８.２７生）

はり お　　　いき

～勇さん・裕美さんの長女～
≪田平町小手田免≫

光武　優心くん
（Ｈ２０.８.５生）

みつたけ　　ゆうしん

～経博さん・智穂子さんの長男～
≪生月町南免≫

眞﨑　華子ちゃん
（Ｈ１８.８.５生）

ま さき　　はな こ

～友英さん・美代子さんの三女～
≪岩の上町≫

心の優しい心の優しい
男の子に育ってネ！男の子に育ってネ！

わが家の三姉妹、わが家の三姉妹、
みんな仲良く元気にネ！みんな仲良く元気にネ！

３歳おめでとう！３歳おめでとう！
粋な女の子になってね！粋な女の子になってね！
３歳おめでとう！

粋な女の子になってね！
心の優しい

男の子に育ってネ！
わが家の三姉妹、

みんな仲良く元気にネ！

vol.45

「平戸で開催される九州中学校相撲大会に向けて猛練習中」

　舘浦剣道スポーツ少年団は、40年以上活動を続けてい

る伝統ある剣道クラブです。現在、小学生11人と少数で

すが学年に関係なく仲良く、ひとつでも優勝できるように

週３回の稽古に励んでいます。年に12回ほど、長崎市で

の少年団剣道交流大会や近隣市町での大会に出場していま

す。剣道は「礼に始まり礼に終わる」といわれるように、

稽古ばかりではなく、挨拶や防具の

整理整頓など、礼儀も学ぶことがで

きる武道です。また、レクリエーシ

ョンや清掃活動などの地域活動にも

取り組み、人に対する思いやりや仲

間との連帯・友情も育てています。

近年は団員数が減って、団体戦のチ

ームを組むのも大変だとか。剣道を

したい山田小のみなさんを募集して

います。興味のある人は、お気軽に

稽古を見に来てください。

■■活動ＤＡＴＡ■■

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／毎週月・水・土曜日
　　　　　午後５時～午後６時30分
活動会場／山田小学校体育館
対 象 者／山田小学校児童
連 絡 先／指導者（吉江）☎090‐2500‐9643
部 員 数／ 11人
参 加 費／ 1,500円（月額）
代　　表／坂本浩一さん（生月町山田免）

校　　長／今川　亮生
顧　　問／小田　隆之 先生
主　　将／木山　玲次 君（３年）
部 員 数／男子６人
活動情報／部では小学生の指導も行っていて、
　　　　　取材当日は紐差相撲クラブが練習
　　　　　に来ていました。

「中野中学校相撲部」

「技術だけでなく、人に対する思いやりや
　　　　　　　仲間との連帯・友情も育てています」「舘浦剣道スポーツ少年団」
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　中野中学校相撲部は、昭和24年に「角力部」として創部

され、今年で61年目を迎える伝統ある相撲部です。194

校ある長崎県内の中学校で唯一の相撲部で、昨年12月に

「第57回全日本相撲選手権大会」でアマチュア横綱になっ

た松永六十四選手もこの部の出身です。部のモットーは、

平成17年度卒業生が掲げた「己に克つ」。西郷隆盛の言葉

で、「弱い自分の心に負けず常に上を目指して自分を高め

ること」を目標にしています。現在は、８月７日（金）に市

営相撲競技場（亀岡）で開催され

る「第37回九州中学校相撲大会」

に向けて猛練習中。メンバー全

員が小兵で、大型力士との対戦

では苦戦が予想されますが、地

元大会での上位入賞を目指し頑

張っています。大会当日は、多

くの市民のみなさんのご声援を

お願いします。



※写真は食事のイメージです。
　アラ煮は、魚の入荷状況で提供できない場合があります。

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。お便りをくださっ
た人の中から抽選でペア２組に上記商品をプレゼント。
応募締切は８月25日（火）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　総務課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供しますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
暑
い
夏
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
20
数
年
前
は
、
扇
風
機
と
網
戸

だ
け
で
過
ご
し
て
い
た
夏
で
し
た
が
、
今

は
エ
ア
コ
ン
な
し
で
は
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
暑
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
も
、

少
し
で
も
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
、
何

か
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
る
日
々
で
も

あ
り
ま
す
。

（
Ｕ
・
Ｔ　

59
歳
女
性
）

●

　

う
ち
に
は
犬
が
い
ま
す
。
と
っ
て
も
か

わ
い
い
で
す
。
お
座
り
と
か
お
手
と
か
で

き
ま
す
。
う
ち
の
犬
は
珍
し
く
吠
え
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
う
ち
の
犬
が
大
好
き
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｏ　

８
歳
女
性
）

●

　
「
暑
い
な
〜
」こ
の
頃
は
、
特
に
そ
う
思

い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
と
て
も
楽
し
み

な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
球
技
大

会
や
親
子
１
日
会
、
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
、
近
く

の
海
で
泳
ぐ
こ
と
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
、

そ
の
中
で
特
に
楽
し
み
な
の
が
海
で
泳
ぐ

こ
と
で
す
。
今
か
ら
ど
ん
ど
ん
夏
を
楽
し

む
ぞ
。

（
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ブ　

11
歳
）

●

　

最
近
で
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
か
ら
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

ね
。
太
陽
光
発
電
の
家
も
良
く
見
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
に
白

い
大
き
な
風
車
の
風
力
発
電
機
も
目
立
ち

ま
す
ね
。
大
島
地
区
に
は
16
機
も
あ
り
、

勇
壮
な
眺
め
で
す
。

　

先
日
テ
レ
ビ
で
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

風
車
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
が
羽
根
の

音
で
不
眠
に
な
る
と
か
。
い
ろ
い
ろ
な
影

響
も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

　

地
球
の
た
め
全
て
の
生
き
物
の
た
め
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
要
で
す
。
で

も
、
私
た
ち
が
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

わ
な
い
よ
う
に
、
地
球
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
ひ
げ
り
ん
ぽ
ん　

46
歳
男
性
）

●

　

今
年
は
梅
の
実
が
豊
作
で
し
た
。
た
く

さ
ん
漬
け
て
い
ま
す
。
色
も
染
ま
っ
て
そ

ろ
そ
ろ
食
べ
ご
ろ
で
す
。
梅
ジ
ュ
ー
ス
も

作
り
ま
し
た
。
酢
と
氷
砂
糖
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
作
る
と
て
も
簡
単
な
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

夏
バ
テ
防
止
に
は
最
高
で
す
よ
。

（
Ｏ
・
Ｋ　

36
歳
女
性
）

●

　
「
広
報
ひ
ら
ど
」カ
ラ
ー
写
真
が
多
く
て

読
み
や
す
い
な
と
思
い
ま
す
。
少
し
残
念

だ
な
と
思
う
こ
と
が
せ
っ
か
く「
市
民
の

声
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
に
、
質

問
・
意
見
に
対
し
て
市
か
ら
回
答
が
な
い

の
は
少
し
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。
そ
う
い

う
コ
ー
ナ
ー
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
カ
ロ
ン　

26
歳
女
性
）

　

ご
意
見
に
対
し
て
は
、
な
る
べ
く
回
答

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
紙
面
上

で
は
紹
介
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、「
市
へ

の
提
言
」と
合
わ
せ
て
、
回
答
の
事
例
を

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
編
集
室
よ
り
）

●

　

子
ど
も
の
通
っ
て
い
る
高
校
に
ピ
ー
プ

ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル
学
生
大
使
が
来
ま
し
た
。

と
っ
て
も
か
わ
い
い
女
の
子
が
い
た
の
で
、

一
生
懸
命
話
し
か
け
た
そ
う
で
す
。
会
話

が
思
っ
た
よ
う
に
い
か
ず
、
も
う
少
し
英

語
の
勉
強
を
し
よ
う
か
な･･･

っ
て
言
っ

て
い
ま
し
た
。
国
際
交
流
の
機
会
が
な
い

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
い
い
刺
激
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。（

花
み
づ
き　

女
性
）

●

　

夕
方
の
散
歩
に
出
か
け
た
と
き
、
家
の

下
で
子
猫
の
よ
う
な
も
の
が
う
ろ
う
ろ
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
家
の
母
猫
が
子
猫
を

ど
こ
か
へ
連
れ
て
行
っ
て
い
る
と
思
っ
て

見
て
い
た
ら
、
母
親
の
体
の
色
が
茶
色
で

少
し
太
っ
て
い
た
の
で「
あ
れ
っ
」と
思
い
、

良
く
見
る
と
タ
ヌ
キ
の
親
子
４
匹
が
草
む

ら
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。
子
ダ
ヌ
キ
は
、

本
当
に
猫
の
よ
う
で
し
た
よ
。
初
め
て
見

て
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

（
さ
く
ら
の
木　

女
性
）

●

　
「
夢
ロ
マ
ン
振
興
券
」購
入
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
車
検
の
支
払
い
に
使
い
ま
し
た
。

１
割
お
得
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
追
加
購

入
し
て
そ
れ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
使
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く
使
い
す
ぎ

た
気
も
し
ま
す
が･･･

。
（
Ｍ
・
Ｍ　

女
性
）

●

　

若
い
こ
ろ
は
、
夏
に
平
戸
の
海
へ
友
達

と
遊
び
に
行
っ
て
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
20

数
年
た
っ
て
、
縁
あ
っ
て
平
戸
に
来
ま
し

た
が
、
海
へ
行
っ
た
の
は
、
子
ど
も
が
小

さ
か
っ
た
こ
ろ
ま
で
で
す
。
今
年
の
夏
は
、

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、14通でした。

※プレゼントは、事業所から提供をいただいています。

「お食事券（１名 3,670 円）」を
　　　　ペア 2組にプレゼント！
　川内峠の山間に、隠れ家的な雰囲気が人気の囲炉裏
料理＆創作料理の店『エビス亭』があります。現在、新
たなメニューとして「夢とまと」を使ったメニューを始
めています。この「夢とまと」は、糖度が高く、実が
ぎっしり詰まっているのが特徴。5年前から生月町で
発足した「トマト家十人会」が、水耕栽培での生産に取
り組んでいたもので、農薬などを使用していない安心
安全なトマトです。今回は、この「夢とまと」を使った
コース料理をペア２組にプレゼントします。
※現在、「夢とまと」は「たけだスピリッツ店」と「エビス
亭」での販売と贈答用ギフトとしての注文を承っています。
◎商品についてのお問い合わせ
　囲炉裏料理＆創作料理　エビス亭
　〒859‐5153　平戸市戸石川町7-3
　TEL 23‐3244　FAX 23‐3244
　http://www.ikitsuki.com/irori-ebisutei/

囲炉裏料理＆創作料理　エビス亭
夢とまとを使ったオリジナルコース料理

久
し
ぶ
り
に
遠
浅
の
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
海

を
見
に
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｍ　

女
性
）

●

　

広
報
ひ
ら
ど
は
読
み
応
え
あ
り
ま
す
ね
。

７
月
号
の
特
集「
平
戸
の
食
を
輝
か
せ
る

た
め
に
」で
は
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る

人
を
紹
介
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い

て
深
く
掘
り
下
げ
て
い
ま
し
た
。
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
簡
単
に
結
果
が
出

な
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
旅
行
に
行
っ
て
印
象
に
残
る

も
の
は「
食
」で
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
の

中
で
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
、
平
戸
の
食
の
魅
力
を
膨
ら
ま
せ
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ･

Ｔ　

42
歳
女
性
）

●

　

７
月
12
日
、
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
杯
の

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
１

０
０
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
入
賞
商

品
の
お
米
や
か
ま
ぼ
こ
が
大
好
評
で
し
た
。

12
月
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

（
Ｂ
ク
ラ
ス　

男
性
）

　※

こ
の
ほ
か
、
２
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

▲花火が打ち上げられた平戸大橋ライトアップサンクスフェスタからの1コマ

※写真はイメージです
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XX
「10年目の平戸とオランダのサッカー交流」
　オランダ人はスポーツが大好きです。人口は九州とほぼ同じ1,600万人ととても少ないのに、オリンピッ

クの獲得メダル数はいつも上位20番以内に入っています。そして、フィールドホッケー、スピードスケー

ト、Ｋ－１、水泳など、いろいろなスポーツが盛んです。オランダで生まれたスポーツもあります。コーフ

ボールは男女共同（１チーム４人ずつ）のバスケットボールのようなスポーツです。

　また、水の張った堀や運河を棒を用いて飛び越える競技、「フィーエルヤッペン」は聞いたことがあるで

しょうか？これもオランダのスポーツです。

　しかし、オランダで一番人気があるスポーツは、間違いなくサッカーです。オランダ各地

に3,000近くのサッカークラブがあり、小さな村のサッカークラブでも専用のグラウンドを

持っています。

　その中の一つに、平戸市と交流しているＶＶＳＢというサッカークラブがあります。オランダの

ノールトワイケルハウト市にあるこのクラブは、オランダで一番レベルが高いアマチュアーリーグ

に所属しています。平戸市とオランダのサッカー交流は、今年で10年目になりますが、そのうち

の９年間はＶＶＳＢとの交流です。この９年間で、本当にいい交流が生まれています。この交流が

基になり、今年はノールトワイケルハウト市民が栽培したチュー

リップに「ひらど」という名前が付きました。平戸市とノールトワ

イケルハウト市の友好関係のシンボルになっています。　

　また、交流を深めるために、オランダでは「平戸・ノールトワイ

ケルハウト法人」も創立されました。昨年私たちがサッカー交流のために

ノールトワイケルハウト市に行ったとき、市民のみなさんの熱烈な歓迎を

受けてびっくりしました！

　そして、今年は「平戸オランダ年」を記念して、ノールトワイケルハウト

市長が初めて平戸を訪問する予定です。これを機にさらに交流の輪が広がっていくことでしょう。

　また、例年通りＶＶＳＢ対平戸中学生選抜チームの親善試合

を行ないますが、さらに今年は「平戸オランダ年」を記念して、

「Vファーレン長崎」の選手も小学校の児童を対象にしたサッ

カー教室に参加します。ぜひみなさんも応援に来てください。

そして一緒に「平戸オランダ年」を祝い、これからの交流の歴

史を作っていきましょう！

　2000年の日蘭交流400周年記念事業から継続
して行っている平戸とオランダの少年たちとの交
流事業は、今回で10年目になります。今回は、
平戸オランダ年400周年記念事業として、オラン
ダ・ノールトワイケルハウト市長と助役、そして
オランダ少年サッカーチームを招待します。
　サッカーの親善試合には、市内の中学生が参加
するほか、滞在中は、市長表敬訪問や観光史跡見
学、４日間のホームステイなどを通じて異文化を
理解しあい、国際交流を深めます。

オランダから少年サッカーチーム
　　　　　　　がやってきます！ 平戸着・市長表敬訪問

歓迎集会、市内観光

サッカー合同練習

呈茶体験（松浦史料博物館）

ホームステイ先地域での自由交流

サッカー教室（小学生対象）

サッカー親善試合（ライフカントリー）

開催時間：午後０時30分～午後４時

観光史跡見学・ホストファミリーとの交流

平戸発、帰国

21日（金）　
　　　　　

22日（土）　
　　　　　

　　　　　

23日（日）　
　　　　　

　　　　　

24日（月）
25日（火）　

青少年日蘭交流事業

平

交流の歴

から継続
ち
今

て、オラン
助役
します

内の中学生が参加
表敬訪問や観光史跡
などを通じて異
す

21日（金

日（土
事業か

チー
ます

し
助

表表
イな

ーム

歓迎集

ッカ

呈茶

ホ

）

土

Vriendschappelijk Japan-Nederland Jeugdvoetbal Toernooi

※都合により日程を変更する場合があります。

【主な日程】　
◎ホームステイ　８月21日～ 24日（４日間）

このほかにもたくさんの
新着図書があります

　ゴーヤー茶・カキの葉茶・タンポ
ポ茶など、107種類もの健康茶を、
病気の症状別に、どんな成分が効く
のかをわかりやすく解説していま
す。自然治癒力を高め、安くて安心
して、毎日続けられる健康茶、はじ
めてみませんか？

『知識ゼロからの
　　　　健康茶入門』
監修／藤田紘一郎
出版社／幻冬舎

永

　おばあさんの家に息子家族が遊び
にきた時、大きななべは大活躍。で
も、孫娘のあやちゃんが、おなかを
壊して、小さななべの出番がやって
きました。どんなものができたか
な？心もおなかもみたされる一冊で
す。

『おおなべこなべ』
絵／松成真理子、文／森山京
出版社／童心社

平 大

　「花子さん」や「コックリさん」子ど
もの頃、誰もが覗きこんだことのあ
る怖い話しや占いの世界。加奈子は
恋の行方を知りたくて、してはいけ
ない、禁断の占いに手を出してしま
う…。青春ミステリの気鋭、初の怪
談！猛暑の夏に、ひんやりとなりま
すよ。

著／辻村　深月
出版社／角川書店

南

　田平町在住の昆虫写真家栗林慧さ
んと小川宏さんの素晴らしい写真と
やさしい文章で生き物について語る
児童書です。強大なあごをそなえた
シロスジカミキリのからだの仕組み
や産卵から羽化までの様子など、そ
の生態を解説しています。

『カミキリムシ』

写真／栗林慧、小川宏
出版社／リブリオ出版

田

　みんなが大好きなお祭り。地域で、
学校や保育園で行われますが、例年、
ありきたりになっていませんか？お
祭りをもっと盛り上げるゲームや身
近な材料で簡単に作れる盛り上げ
グッズを紹介しています。

著／いしかわ　まりこ
出版社／チャイルド本社

生

エジプトの発掘現場で密室殺人事件
がおきた。これはファラオののろい
か？コナン・小五郎・蘭は真犯人に
たどりつくのか？コナンと冒険を楽
しみながら「古代エジプト」について
学べる一冊です。

『名探偵コナン推理ファイル
　　　　　　エジプトの謎』
原作者／青山剛昌
出版社／小学館

平

平 永 南 生 田
大

■図書館ホームページ■

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

！！

平戸図書館 ☎22‐4017

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

●８月の主なもよおし●

■おはなし会／１日　・15日　・22日　・29日　午後２時～　
■映画会／８日　　午後2時～
　・身障犬ギブのおくり物（39分）
　・アルプスの少女ハイジ他(24分)
■楽しい工作／ 17日　午前9時～ 12時30分（対象：小学生）　

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土 土 土

月

水

◎休館日／４日　・11日　・18日　・25日　・30日　火 火 火 火 日

◎休館日／４日　・11日　・18日　・25日　・30日　火 火 火 火 日

南部公民館図書室 ☎27‐0047

●８月の主なもよおし●

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 12日　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　　北部公民館２階和室小

インターネットを使って図書館の情報を
見ることができます。

◎パソコンから
　URL http://www.hirado-libraries.jp/

◎携帯電話から
　携帯電話のバーコード
リーダーで右のＱＲコー
ドを読み込んで簡単にア
クセスできます。

『みんな大好き！お祭りあそび
　　　かんたんアイテム100』

『ふちなしのかがみ』

生月町中央公民館図書室 ☎53‐0541

～図書館からのお知らせ～
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２５ｍのかっぱ巻き
づくりに挑戦！

貴重な「平戸黄ユリ」が見事に開花しました

　７月１日、北松農業高校園芸科学科の代表生
徒２人が市役所を訪れ、白濵市長に「平戸黄ユ
リ」の増殖成功の報告をしました。このユリは、
「コオニユリ」の変種で、小ぶりの黄色い花が特
徴です。古くから「黄平戸」の名で知られていま
したが、昭和36年にほぼ全滅。平成12年に３
株だけ発見されたものを、同校のバイオ技術に
より、約50株まで増殖に成功。生徒たちは、「もっ
と増やして商店街や公園に植えたい」と話して
いました。７月１日から15日までの約２週間、
市役所玄関に展示しました。

　７月11日、田平町民センター
で、「がわっぱ祭り」が行われ、
小学生ら約200人が参加しまし
た。田平町内に伝わる「いたず
らカッパ」が子どもに相撲をし
ようと誘い、川に引きずり込む
などのいたずらを続けたため、
寺の和尚に石で封じ込められた
伝説にまつわる祭り。時折、激
しい雨が降る中、みこしを引い
て町内をパレードし、カッパ供
養塔前で水難事故防止を祈願。
その後、同センターで総延長
25mのかっぱ巻きづくりや頭
にカッパの皿を載せて片足立ち
でひもを引き合う「がわっぱ相
撲」に100人の子どもたちが挑
戦しました。

しっかり実った水耕栽培の「夢とまと」

　戸石川町のハウス農園で、「夢とまと」の生産
に取り組んでいる「トマト家十人会」（南沢茂事
務局長）が、県内でもあまり例のない、トマト
の水耕栽培を行っています。「夢とまと」は、味
が濃く糖度が高いのが特徴で、水耕栽培によっ
て地下水と養分のみで栽培し、農薬を一切使用
しないので、安心安全なおいしいトマトです。
平成16年から栽培に取り組み、ハウスを改良
するなど工夫を重ねながら、１株で年間１万個
の収穫が期待できる技術を確立されました。今
年は見事に育ち、実がびっしりとなりました。

気

見
つ
け
た　

平
戸
の
元

No.3

！

〜
お
母
さ
ん
た
ち
の
力
で
特
産
品
を
〜

「
さ
つ
き
会 

若
葉
グ
ル
ー
プ
」

▼
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　生月勇魚倶楽部では、鯨料理の新メニュー開
発や鯨食の普及、お食事会、各種イベントでの
鯨料理販売などを一緒に行っていただける市民
のみなさんを募集しています。
　鯨食に関し興味のある人は、下記までご連絡
ください。
■年会費　2,000円
■連絡先　生月勇魚倶楽部　会長　外山　弘
　　　　　〒859‐5705　生月町舘浦6
　　　　　☎53‐1150
■ＵＲＬ　http://ikitsukiisana.jp/

「生月勇魚倶楽部（一般会員）」募集！

　
「
さ
つ
き
会
若
葉
グ
ル
ー
プ
」は
、
地
元

で
と
れ
た
農
産
物
を
活
か
し
た
弁
当
や
惣

菜
を
販
売
し
、
生
月
町
内
で
地
産
地
消
を

推
進
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

平
成
20
年
度
に
は
、
母
体
組
織
で
あ
る

「
さ
つ
き
会
」が
、
町
外
の
人
が
採
取
す
る

ほ
ど
お
い
し
い
と
評
判
の「
生
月
の
ツ
ワ
」

を
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
よ
う
と

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
内
の
学
校
栄
養
職
員
に
助
言
や
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
献
立
試
食
会

を
開
催
し
、
子
ど
も
が
好
ん
で
食
べ
て
く

れ
る
よ
う
な「
生
月
の
ツ
ワ
」の
新
メ

ニ
ュ
ー
４
品
を
作
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
給
食
共
同
調
理
場
へ
提
供
し
ま
し
た
。

　

生
月
学
校
給
食
共
同
調
理
場
管
内
の
小

中
学
校
に
は
、
３
月
２
日
に「
ツ
ワ
の
五

目
ご
は
ん
」が
出
さ
れ
、
児
童
・
生
徒
の

み
な
さ
ん
に
は
、
地
元
の
旬
の
味
を
堪
能

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

生
月
小
学
校
２
年
生
が
そ
の
日
に
書
い

た
給
食
感
想
文
で
は
、「
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
料
理
し
て
食
べ
た
い
」「
生
月
に
こ
ん

な
お
い
し
い
ツ
ワ
が
あ
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
、
地
元
の

食
材
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
月
町
は
、
江
戸
時
代
、
西
日

本
最
大
規
模
を
誇
っ
た
捕
鯨
の
益
富
組
の

本
拠
地
で
、
現
在
も
鯨
料
理
や
勇
魚
捕
唄

な
ど
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
活
動
は
、
観
光
客
が
お
土
産
に
で
き
る

よ
う
な
鯨
の
加
工
品
が
な
い
こ
と
に
着
目

し
て
、
加
工
品
開
発
に
取
り
組
む
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
観
光
客
に
対
し
て
鯨
加
工
品

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
結
果
と
併
せ
て
、

他
市
の
鯨
加
工
品
を
取
り
寄
せ
て
特
産
品

開
発
の
試
食
会
を
開
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、「
さ
つ
き
会
若
葉
グ
ル
ー
プ
」

だ
け
で
は
鯨
に
関
す
る
知
識
が
少
な
く
、

加
工
品
開
発
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、「
生

月
勇
魚
倶
楽
部
」に
協
力
を
依
頼
し
ま
し

た
。「
生
月
勇
魚
倶
楽
部
」は
、
生
月
の
旅

館
や
料
飲
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
鯨
料
理

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
、
鯨

に
関
す
る
加
工
の
知
識
が
豊
富
。
現
在
は
、

「
さ
つ
き
会
若
葉
グ
ル
ー
プ
」の
メ
ン
バ
ー

全
員
も「
生
月
勇
魚
倶
楽
部
」の
会
員
と

し
て
協
力
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
観
光
客
の
お
土
産
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
贈
答
品
と

し
て
送
る
こ
と
の
で
き
る
特
産
品
に
な
れ

ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、「
さ
つ

き
会
若
葉
グ
ル
ー
プ
」も
所
属
す
る「
生

月
勇
魚
倶
楽
部
」で
は
、
一
般
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
鯨
の
加
工
品
開
発
に
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

さつき会

■さつき会構成図

みつば
グループ

団子
グループ

若葉
グループ

弁当
オードブル
惣菜一式

団子一般
かんころもち

鉄火味噌
味噌
おこし

※母体である「さつき会」は、３つに分かれて、それぞれ
のグループで地元の食材を使った商品を作っています。

▲給食の新メニューとして
出された「ツワの五目ごは
ん」。子どもたちに「おいし
い」と大変好評を得ました。

さつき会若葉グループ
（後列）富岡美加代さん、田中ムメ子さん、蜜山祥子さん
（前列）蜜山栄子さん（リーダー）、神田なおみさん、吉永延子さんお問い合わせ

　企画課地域協働推進班（☎内線2333）
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　７月19日、紐差町で、「第５回ひもさし七夕
まつり」（紐差まちづくり研究会主催、末吉美智
男会長）が開催され、地元の子どもたちなど約
1,000人が参加しました。イベントでは、「チー
ムで紐跳び」と題した縄跳び大会が行われ、１
チーム５人で跳んだ回数を競いました。学校の
クラブや婦人会など７チームが参加。143回跳
んだ「平戸高校バレー部Ｂチーム」が優勝し、賞
品の7,000円分の商品券を獲得しました。その
ほか、ライブや餅まきなどが行われ、楽しい夏
の思い出を作りました。

七夕に地域活性化の願いを込めて

　６月21日、コスモス会館相撲場（時津町）で、
「第17回長崎県中学校相撲選手権大会」が開催
されました。団体戦では、宝亀少年相撲倶楽部
（先鋒：石田駿太君、中堅：石田十有人君、大将：
平田太郎君）が、８連覇を狙う両国少年相撲倶
楽部（諫早市）などを破り、初出場で初優勝を
飾りました。個人戦でも、石田駿太君が準優勝、
平田君が３位、石田十有人君が5位に入りまし
た。３人は、８月９日（日）、両国国技館で開催
される「第20回全国都道府県中学校相撲選手権
大会」に県代表として出場します。

大会８連覇を阻止し、初出場初優勝！

　５月３日、県立武道館（佐世保市）で「第９回
全国少年少女空手道選手権大会県予選」が開催
され、小学３年男子個人組手の部に出場した吉
元勇志君（田平北小）が優勝し、昨年に続いて大
会２連覇。８月９日（日）に東京武道館で開催さ
れる全国大会への切符を手にしました。「３月
に平戸であった空手道セミナーで世界王者
ジョージ先生から指導を受けたことが役立ちま
した」と吉元くん。「全国大会の雰囲気にのまれ
て昨年は勝てなかったけど、今年はベスト８を
目指したい」と意気込みを話してくれました。

大会２連覇！吉元勇志くん全国大会へ

　7月18日、平戸文化センターで、「永井龍雲
SUMMERライブ～祈りの詩～」が開催されまし
た。このコンサートは、「本市の生涯学習活動
を市民の知恵と行動力で実践しよう」との思い
で結成した「平戸まなぶ君応援団」（会長 下川武
夫）が主催したもの。市民の力で平戸をもっと
元気にしたいとコンサートを企画したところ、
歌手の永井龍雲さんがこの趣旨に賛同して実現
した手作りのコンサート。訪れた360名の観客
は、永井さんのしっとりとした歌声に聴き入っ
ていました。

熱唱！永井龍雲ライブ「祈りの詩」

平戸大橋の日ごろの利用を感謝して

　７月18日、平戸公園で、「平戸大橋ライトアッ
プサンクスフェスタ」（主催：県道路公社ほか）
が開催され、約3,500人のみなさんが集まり、
にぎわいました。光の園保育園の太鼓や潮香保
育園の薄香相撲甚句が披露されたほか、平戸の
食材を使った５種類のカレー販売や「平戸大橋
へ向かって愛を叫ぶ！」と題した大声大会など
が行われました。午後８時30分からは、平戸大
橋がライトアップされ暗闇に浮かび上がると、
記念の花火が打ち上げられ、訪れた人は今年平
戸で初めての花火大会を満喫していました。

アジアの英雄「鄭成功」をたたえる生誕祭

　７月14 日、川内町の鄭成功廟で、鄭成功生
誕祭（平戸観光協会主催）が開催されました。鄭
成功は、平戸出身の田川マツを母に川内で生ま
れ、抗清闘争の代表的指導者で、今でも中国や
台湾では英雄として敬われています。生誕祭に
は、地元の関係者や許添財台南市長、台湾から
の訪問団ら約200人が参加。許市長は「台南市
で復元している当時の木造船で、最初に平戸に
寄港したい」と語りました。神事の後、中野愛
児園児童による太鼓や中野地区保存会のみなさ
んによる「平戸ジャンガラ」が奉納されました。

　7月12日、赤坂野球場で、「長崎セインツＶ
Ｓ香川オリーブガイナーズ」戦が開催されまし
た。長崎セインツは、佐世保市を本拠地にした
県民球団で、四国・九州アイランドリーグの公
式戦の前期日程で優勝。今回がホームでの後期
開幕戦となりました。試合は、田平の少年野球
クラブ「瓊川エンゼルス」の畑原大輝君（田平北
小６年）による始球式でプレイボール。試合途
中には、よさこいチーム「北松Z」の威勢のいい
踊りによる応援で、試合を盛り上げましたが、
惜しくも２対３で逆転負けを喫しました。

子どもは完ぺきな親を求めてはいません

目指せリーグ優勝！「長崎セインツ」

　７月４日、平戸文化センターで、「子育て講
演会」（市教育委員会主催）が開催され、子育て
中の親や教職員など約400人が参加しました。
講師の幼児教育専門家熊丸みつ子さんは、「今
すてきな子どもへ伝えたいこと～親として大人
として教師として地域として～」と題して講演。
「子どもは完ぺきな親ではなく、親の愛情と笑
顔を求めている。親ができないところは、先生
や地域のみなさんが育てる。それが子どもの幸
せを守るための大人の責任」とみんなで子ども
を育ててほしいと話していました。

きょ　    てん     ざい       たい       なん

そ　　    う　  　と
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　乳幼児と接する機会がほとんどなく大人になり、我が子を産んで初めて乳幼児
と接する親が増えています。初めから完ぺきな親などいません。今回は、子育て
中の親子が集まり、話し合いを通して親自身が子育てについて学び、親も子ども
と共に成長していく「ノーバディーズパーフェクトプログラム」を紹介します。
■お問い合わせ　福祉事務所子育て支援班（内線☎2572）

No.4　子育てを見直す機会を作ってみませんか？

HappyHappy 子育て応援隊子育て応援隊Happy 子育て応援隊

◎「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
っ
て
な
に
？

◎「
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
し

　

た
い
け
ど
、
い
つ
あ
る
の
？

◎
子
育
て
は
一
人
じ
ゃ
な
い

　

仲
間
が
い
れ
ば
楽
し
め
る

◎
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

　

す
る
の
？

◎
参
加
者
の
感
想
は
！

　
「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）と

は
、
簡
単
に
い
う
と
親
の
子
育
て
に
関
す

る
不
安
感
を
取
り
除
い
て
、
子
育
て
に
自

信
を
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
講
座
で
す
。

　

核
家
族
が
多
く
な
り
、
頼
り
の
父
親
は

仕
事
が
忙
し
い
た
め
、
母
親
に
か
か
る
子

育
て
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
る
家
庭
は
ま
だ
し
も
、
家
庭
で
付
き
っ

き
り
で
子
育
て
を
し
て
い
る
母
親
は
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
く
な
り
、
孤
立

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
母
親
同
士
が
集
ま
り
、
子

育
て
や
自
分
自
身
を
見
直
し
て
い
く
こ
と

で
、「
子
育
て
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」、「
子

育
て
は
大
変
だ
け
ど
楽
し
い
」と
感
じ
て

も
ら
う
た
め
、
一
昨
年
か
ら
こ
の
講
座
を

始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
こ
の「
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
参
加

し
た
人
に「
参
加
し
て
考
え
方
が
ど
う
変

わ
り
ま
し
た
か
？
」と
質
問
し
た
と
こ
ろ

次
の
よ
う
な
回
答
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
気
持
ち
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

▼
み
ん
な
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、
い
ら
い

　

ら
し
た
り
し
て
い
る
ん
だ
、
私
だ
け

　

じ
ゃ
な
い
ん
だ
！
と
前
向
き
に
思
え
る

　

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
心
に
ゆ
と
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

　

し
た
。

▼
夫
に
対
し
て
寛
容
に
な
り
ま
し
た
。

▼
一
日
で
き
た
分
だ
け
で
い
い
じ
ゃ
な
い

　

と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
悩
み
や
経
験
談
な
ど
を
テ
ー

マ
ご
と
に
自
由
に
話
し
ま
す
が
、
講
師
の

先
生
が
一
方
的
に
子
育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

話
す
従
来
の
講
義
方
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
Ｎ
Ｐ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」と
い
う
進

行
役
が
、
実
際
の
場
面
を
想
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
役
割
を
演
じ
さ
せ
て
問
題
を
解
決

さ
せ
る
方
法
な
ど
を
用
い
て
、
親
が
積
極

的
に
話
が
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り

出
し
、
話
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
親
が
安
心
し
て
子
育
て
や
自
分

自
身
、
家
族
と
の
関
係
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
無
料
託
児
所
を
準
備

し
た
り
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
と
し
て
お
菓
子

や
お
茶
を
楽
し
む
時
間
な
ど
を
設
け
た
り

し
て
い
ま
す
。

※
Ｎ
Ｐ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は…

　

Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
実
施
す
る

人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
参
加
者
が
積
極

的
に
参
加
し
て
仲
間
同
士
の
結
び
つ
き
を

強
め
、
子
育
て
の
知
識
や
自
信
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
導
き
ま
す
。

　去年の「ＮＰプログラム」に参加したママたちが、講座後に、ママ
同士のつながりを失いたくないと立ち上げたのが「マザーオアシス」
です。１～２か月に１回、ママだけで集まって昼食を食べたり、親
子で集まって田平公園でお花見や川内峠でピクニックをしたりして
います。特に、ママ同士の活動をとても大事にしています。子ども
を保育園の一時保育などを利用して半日預け、「ＮＰプログラム」を
再現して、昼食を食べながら本音で話して共感し合っています。
　今後は、子どもたちにさまざまな体験をさせたいと、ＭＲに乗る
体験や沢登り体験、海水浴、いちご狩りなども企画しています。

　

今
年
度
に
行
わ
れ
る「
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」は
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

○
対
象
者　

０
歳
か
ら
５
歳
の
子
ど

　

も
を
持
つ
親
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
参
加
人
数　

10
人
〜
14
人（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

参
加
を
希
望
す
る
人

　

は
、
電
話
で
福
祉
事
務
所
子
育
て

　

支
援
班
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
の
際
に
は
、
氏
名
、
住

　

所
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の
氏

　

名
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

22‐

４
４
２
１

○
申
込
締
切
日　

９
月
14
日（
月
）

○
開
催
日
程　

▼
平
戸
会
場（
北
部
公
民
館
）

　

第
１
回　

10
月
１
日（
木
）

　

第
２
回　

10
月
９
日（
金
）

　

第
３
回　

10
月
15
日（
木
）

　

第
４
回　

10
月
22
日（
木
）

　

第
５
回　

10
月
29
日（
木
）

　

第
６
回　

11
月
５
日（
木
）

　

第
７
回　

11
月
13
日（
金
）

　

第
８
回　

11
月
19
日（
木
）

※

全
８
回
、
毎
回
午
前
10
時
か
ら
正

　

午
ま
で
の
２
時
間
行
い
ま
す
。

※

田
平
会
場
で
は
、
平
成
22
年
１
月

　

ご
ろ
実
施
予
定
で
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
は
、
子
育

て
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ん

で
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
た
気
持
ち
を
丸
ご
と
受
け
入
れ
て

く
れ
る
居
心
地
の
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。

講
座
を
通
し
て
、
仲
間
か
ら
自
分
の

長
所
や
能
力
を
気
付
か
せ
て
も
ら
う

こ
と
で
、「
今
の
自
分
で
い
い
ん
だ
、

自
分
が
大
好
き
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
親
全
員
が
話
し
合
う
時
間

を
多
く
と
り
、
み
ん
な
が
共
通
す
る

テ
ー
マ
で
話
を
深
め
て
い
く
の
で
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
同
士
の

一
体
感
が
生
ま
れ
、
親
同
士
が
助
け

合
え
る
関
係
が
で
き
て
き
ま
す
。
自

分
に
自
信
が
つ
け
ば
、
他
人
に
も
穏

や
か
で
柔
ら
か
な
気
持
ち
で
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

初
め
て
子
育
て
を
す
る
と
き
、
悩

ん
だ
り
、
不
安
に
な
っ
た
り
し
て
当

た
り
前
で
す
。
そ
ん
な
時
は「
Ｎ
Ｐ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
自
分
自
身
や
子
育
て
を
見
直
す

い
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
と
も
に
悩
み
励
ま
し

て
く
れ
る
仲
間
が
で
き
、
大
変
だ
け

ど
子
育
て
を
楽
し
め
る
自
分
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

「ＮＰプログラム」から信頼関係が生まれ
親同士の固い絆で生まれたグループ

◎マザーオアシス◎

池田彩子さん・結香ちゃん・瑞穂ちゃん
　講座に参加する前は、ほとんど外出
しませんでした。講座を受けて友達が
増え、今ではみんなで子育て講座や交
流会などに出かける機会が増えました。

白石美穂さん・陽大くん
　話しやすい仲間が増え、自分の子育
てを見直すいい機会になっています。
子育てをしながら、自分自身も楽しめ
る活動をしていきたいです。

はる   おみ　 ほ

ゆい   かあや   こ みず   ほ
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募　

集

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
た
び
ら
昆

虫
自
然
園
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

８
月
30
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
昆
虫
自
然
園

○
対
象
者　

幼
稚
園･

保
育
園
園
児（
保
護
者
同

　

伴
）と
小
学
生

○
参
加
費　

４
歳
、
５
歳
園
児　

１
２
０
円
、

　

小
学
生　

２
４
０
円

　

※

同
伴
さ
れ
る
保
護
者
は
無
料
で
す
。

○
持
っ
て
く
る
物　

絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど

　

絵
を
描
く
道
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

　

な
ど

※

画
用
紙
は
配
布
し
ま
す
。
画
板
は
こ
ち
ら
で

　

も
数
枚
用
意
し
ま
す
が
、
お
持
ち
の
人
は
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
表　

彰　

優
秀
作
品
は
当
日
表
彰
し
ま
す
。

※

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
多
子
家
庭
で
明
る
い
子
育
て
を
実

践
し
て
い
る
家
庭
を「
子
育
て
大
賞
」と
し
て
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
周
り
に
次
の
よ
う
な
家
庭
が
い

ま
し
た
ら
、
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。

○
要　

件　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
５
人
以
上

　

で
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
子
育
て

　

し
て
い
る
家
庭
や
家
族
そ
ろ
っ
て
地
域
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る
家
庭
な
ど

○
公
募
締
切
日　

８
月
14
日（
金
）

　

平
成
21
年
度
市
美
術
展
覧
会
の
作
品
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
出
品
資
格　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者
ま

　

た
は
市
内
の
職
場
や
学
校
に
在
籍
す
る
人
で

　

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

○
出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

　

工
芸
、
写
真
、
書
、
彫
刻
の
７
部
門

○
出
品
申
し
込
み
・
搬
入
期
間　

９
月
30
日

　
（
水
）〜
10
月
２
日（
金
）

○
搬
入
場
所

▼
平
戸
地
区　

各
公
民
館（
北
部
、中
部
、南
部
）

▼
生
月
地
区　

生
月
町
博
物
館
・
島
の
館

▼
田
平
地
区　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
大
島
地
区　

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン

　
　
　
　
　
　

タ
ー

○
審
査
結
果
発
表　

受
賞
者
、
受
賞
団
体
の
み

　

な
さ
ん
に
は
、
10
月
19
日（
月
）に
連
絡
し

　

ま
す
。

※

電
話
な
ど
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
受
け

　

付
け
ま
せ
ん
。

○
表
彰
式　

表
彰
は
、
11
月
３
日（
火
）に
平

　

戸
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

一
般
の
歯
科
診
療
所
で
治
療
が
困
難
な
在
宅

の
障
害
者（
児
）を
対
象
に
、
歯
科
診
療
車
に

よ
る
歯
科
診
療
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
８
日（
木
）、
９
日（
金
）、

　

22
日（
木
）、
23
日（
金
）、
11
月
12
日（
木
）、

　

13
日（
金
）、
26
日（
木
）、
27
日（
金
）

○
と
こ
ろ　

県
北
保
健
所（
田
平
町
）

○
申
込
締
切
日　

９
月
11
日（
金
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉

　

班
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
た
び
ら
昆
虫
自
然
園

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
３
３
４
８

　

明
る
い
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る

　

多
子
家
庭
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
１

　

市
美
術
展
覧
会
の
作
品
を

　

募
集
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
３
３

　

在
宅
障
害
者
の
歯
科
診
療
を

　

実
施
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
５

スポーツの振興に役立ててほしい
　ＮＥＷ平戸ゴルフ愛好会（会員数53人）の髙見文彦会長ほか役
員３人のみなさんが、市長室を訪れ、白濵市長に５万円の寄附
金を手渡しました。この寄附は、月１回開催している同会のコ
ンペが100回目を迎えたことを記念して行われたものです。
　寄附金は、平戸市スポーツ振興基金に積み立て、競技力の向
上や市民がスポーツに親しむイベント開催などに活用していき
ます。

広報ひらど 平成21年８月号 30Hirado City Public Relations,2009.831

平戸市職員の採用
試験を実施します

試験区分

大学卒業程度

資格免許職

（高校卒業程度）

資格免許職

（短大卒業程度）

高校卒業程度

試験職種

行　政

建　築

消防士Ａ

一般事務

消防士Ｂ

職務内容

一般行政事務

建築に関する
専門的業務

消防に関する
専門的業務

一般行政事務

消防に関する
専門的業務

採　用
予定数

若干名

１名

若干名

若干名

若干名

受 験 資 格 基 準

① 昭和52年４月２日以降に生まれた人

② 学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による大学の卒業者（見込者

　 を含む）またはこれと同等と認められる学校を卒業した人

① 昭和45年４月２日以降に生まれた人

② 建築士法（昭和25年法律第202号）の規定による一級建築士の資格を

　 持っている人または平成21年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

① 昭和57年４月２日以降に生まれた男子

② 救急救命士法（平成３年法律第36号）の規定による救急救命士の免許を

　 持っている人または平成21年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

③ 身体強健で、色神、聴力、言語および運動機能などに障害がなく、次の

　 身体基準を満たす人

　・身長160cm以上、体重50kg以上で、胸囲はおおむね身長の２分の１

　　以上あること。

　・視力は、両眼で0.7以上（一眼でそれぞれ0.3以上であること。矯正視

　　力を含む。）、かつ、赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること

　・聴力が正常なこと。

　・体質壮健で四肢完備し、その活動が自由なこと。

　・感染性疾患のないこと。

　・精神機能が完全なこと。

　・言語は、明瞭で充分発声ができること。

④ 採用後、平戸市に居住できる人

① 昭和52年４月２日以降に生まれた人

② 学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による高等学校の卒業者（見

　 込者を含む）またはこれと同等以上の学力があると認められる人

③ 試験職種「行政」の②の受験資格基準を満たさない人

① 昭和60年４月２日以降に生まれた男子

② 学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による高等学校の卒業者（見

　 込者を含む）またはこれと同等以上の学力があると認められる人

③ 試験職種「消防士Ａ」の③の受験資格基準を満たす人

④ 採用後、平戸市に居住できる人

○一次試験　９月20日（日）　○受付締切日　８月21日（金）
○申込用紙請求方法
　・申込用紙は、総務課人事班、消防本部総務課、各支所市民協働課および各出張所で交付します。
　・申込用紙を郵便請求する際は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書し、120円切手を貼った
　　宛先明記の返信用封筒（角型２号／ 33cm×24cm）を必ず同封してください。
■申し込み・お問い合わせ
　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地3　総務課人事班（☎内線2317）
　Ｅ‐Mail　jinji@city.hirado.lg.jp

【試験職種・受験資格など】

あなたの力をぜひ平戸市の活力に！

▲昨年の市美術展覧会（画の部）で市長賞を獲得
した池田淑江さんの作品「干し網」
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相談 設計 見積 無料！！
新築・リフォームキャンペーン実施中！！

新築・リフォーム他どんなご相談もお気軽にどうぞ！

山川建設 27-2552
平戸市津吉町199-1

FAX／27-2551
建設業許可 長崎県知事（般-20）第12160号／一級建築士事務所  登録第117104号

代表　山川　正

0950-53-28160950-53-28160950-53-2816

戒名彫刻・クリーニング
改修・移設・合祀

創業７０年　お墓のことなら何でもご相談下さい

墓　石
記念碑 松永石碑店松永石碑店松永石碑店

設計
製作
施工

生月町山田免２３３１

　

多
く
の
み
な
さ
ん
に
精
神
障
害
者
へ
の
理
解

と
接
し
方
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、「
精
神

保
健
地
域
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
精
神
障
害
者
の
中
で

も
、
統
合
失
調
症
な
ど
で
服
薬
中
の
人
や
そ
の

家
族
へ
の
対
応
に
つ
い
て
講
演
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
11
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午

　
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

○
と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

○
講　

演　
「
精
神
障
害
者
の
理
解
と
対
応
に

　

つ
い
て
」（
講
師　

長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障

　

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

大
塚
俊
弘
氏

　
【
精
神
科
医
】）

※

精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
話
な
ど
も
あ
り

　

ま
す
。

○
入
場
料　

無
料

　

平
成
21
年
10
月
18
日
執
行
の「
平
戸
市
長
選

挙
」と「
平
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
」の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

平
成
20
年
度
に
い
た
だ
い
た「
や
ら
ん
ば
！

平
戸
」応
援
寄
附
金
は
、
37
件
１
４
５
万
４
０

０
０
円
で
、
そ
の
全
額
を
基
金
に
積
み
立
て
ま

し
た
。

　

今
後
、
寄
附
者
が
希
望
さ
れ
た
総
合
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
や
ら
ん
ば
燦
燦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
輝
く
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

５
件　

24
万
円

▼
宝
を
磨
き
活
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
件　

４
万
円

▼
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

６
件　

31
万
円

▼
そ
の
他

　

24
件　

86
万
４
０
０
０
円

　

市
で
は
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、
景
観
計

画
を
策
定
し
、
７
月
１
日
か
ら
景
観
条
例
を
施

行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
屋
外
広
告
物（※

１
）

を
表
示
・
設
置
す
る
場
合
に
市
へ
申
請
が
必
要

な
地
域
を
、
都
市
計
画
区
域
を
含
む
一
部
の
地

域
か
ら
市
全
域
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
以
前
に
設
置
し
た
看
板
は
、
経
過

措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
一
定
基
準
の
自
家

広
告
物（※

２
）は
、
申
請
が
不
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
都
市
計
画

課
ま
ち
づ
く
り
班
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

１　

屋
外
広
告
物
と
は…

　

看
板
・
立
看
板
・

　

は
り
紙
や
広
告
塔
・
広
告
板
な
ど
、
屋
外
で
、

　

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
公
衆
に

　

表
示
す
る
広
告
物
な
ど
で
す
。

※

２　

自
家
広
告
物
と
は…

　

自
己
の
氏
名
、

　

店
名
、
商
標
、
営
業
内
容
を
表
示
す
る
た
め
、

　

自
己
の
住
所
、
事
業
所
、
営
業
所
な
ど
に
表

　

示
す
る
広
告
物
な
ど
で
す
。

　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て
花
火

を
楽
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
も
取
り
扱

い
を
誤
る
と
火
災
や
火
傷
な
ど
の
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
花
火
が
原
因
の

火
災
や
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
、
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
。

①
必
ず
注
意
書
き
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
は
安
全
な
場
所
で
し
ま
し
ょ
う
。

③
花
火
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
大
人
が
付
き
添

　

い
ま
し
ょ
う
。

④
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
る
こ

　

と
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
風
の
強
い
と
き
に
は
、
花
火
は
や
め
ま
し
ょ

　

う
。

⑥
す
ぐ
に
火
を
消
せ
る
よ
う
に
、
水
バ
ケ
ツ
を

　

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
と　

き　

８
月
８
日（
土
）〜
16
日（
日
）午

　

前
10
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設

○
入
場
料　

１
０
０
円（
小
学
生
以
上
）

※

入
場
券
を
持
参
す
る
と
、
開
催
中
何
度
で
も

　

入
場
で
き
ま
す
。

『
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
』

▼
世
界
の
生
物
生
態
写
真
家
、
栗
林
慧
氏
に
よ

　

る「
奥
ア
マ
ゾ
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」講
演
会

○
と　

き　

８
月
８
日（
土
）、
15
日（
土
）午

　

後
１
時
〜
午
後
２
時

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設

▼
プ
ロ
写
真
家
、
浜
崎
さ
わ
こ
氏
に
よ
る
写
真

　

教
室

○
と　

き　

８
月
９
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

○
内　

容　

た
び
ら
活
性
化
施
設
大
ホ
ー
ル
で

　

講
習
後
、
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
に
移
動
し
撮

　

影
を
行
い
ま
す
。

○
定　

員　

30
人（
先
着
順
）

※

電
話
で
教
育
委
員
会
田
平
分
室
へ
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
は
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。）
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説
明
会
で
は
、
立
候
補
の
届
け
出
に
必
要
な

書
類
を
配
布
し
ま
す
。

　

会
場
の
都
合
上
、
出
席
者
は
立
候
補
予
定
者

ご
と
に
２
人
ま
で
と
し
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
24
日（
月
）

▼
市
長
立
候
補
予
定
者　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
市
議
立
候
補
予
定
者　

午
後
１
時
30
分
〜

※

選
挙
ご
と
に
説
明
会
開
始
時
間
が
異
な
り
ま

　

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
と
こ
ろ　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

○
携
行
品　

印
か
ん
・
筆
記
具

　

日
本
脳
炎
は
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
な
く
、

豚
の
体
内
で
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
が
増
え
た
後
、

そ
の
豚
を
刺
し
た
蚊
が
人
を
刺
す
こ
と
に
よ
っ

て
感
染
し
ま
す
。
感
染
す
る
と
、
高
熱
・
頭
痛
・

嘔
吐
・
意
識
障
害
・
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。

　

西
日
本
を
中
心
に
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
る
豚
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
の
で
、

予
防
接
種
を
受
け
て
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者

▼
第
１
期　

生
後
６
か
月
〜
７
歳
６
か
月（
通

　

常
３
歳
で
接
種
し
ま
す
。）

▼
第
２
期　

９
歳
〜
13
歳
未
満（
通
常
９
歳
で

　

接
種
し
ま
す
。）

○
副
作
用
が
少
な
い
新
ワ
ク
チ
ン
を
供
用
開
始

　

従
来
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
に
加
え
、
副

作
用
が
少
な
い
新
ワ
ク
チ
ン（
乾
燥
細
胞
培

養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
）を
定
期
予
防
接
種

で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
ワ
ク
チ
ン
は
、
第
１
期
の
み
使
用
で
き

る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

○
接
種
方
法　

年
間
を
通
し
て
県
内
医
療
機
関

　

で
個
別
接
種
で
き
ま
す
。

　

新
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
入
手
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
電
話
で
予
約
を
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
料　

無
料

○
予
防
対
策　

予
防
対
策
と
し
て
蚊
に
刺
さ
れ

　

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

　

や
蚊
取
り
線
香
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、
服
装
は
肌
を
多
く
露
出
さ
せ
な
い

　

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
に
つ
い
て
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
際
の
反
映
割
合
が
、

平
成
21
年
４
月
分
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
。

▼
全
額
免
除　

年
金
額
に
３
分
の
１
反
映

　

↓
２
分
の
１
反
映

▼
４
分
の
３
免
除　

年
金
額
に
２
分
の
１
反
映

　

↓
８
分
の
５
反
映

▼
半
額
免
除　

年
金
額
に
３
分
の
２
反
映

　

↓
４
分
の
３
反
映

▼
４
分
の
１
免
除　

年
金
額
の
６
分
の
５
反
映

　

↓
８
分
の
７
反
映

　
「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
」応
援
寄
附
金

　

を
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
企
画
調
整
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
５

　

屋
外
広
告
物
掲
示
の

　

申
請
範
囲
を
市
全
域
に
拡
大

　　
　
　
　
　
　

問
都
市
計
画
課
ま
ち
づ
く
り
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
９
０

　

花
火
を
楽
し
む
季
節

　

取
り
扱
い
に
注
意
を

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
１
３
４

　

精
神
保
健
地
域
講
演
会
を

　

開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
５

　

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
選
挙
管
理
委
員
会

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
６
５

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を

　

受
け
ま
し
ょ
う

　　
　
　

問
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー
ビ
ス
班

　　
　
　
　

☎
28
‐
１
０
０
０

　

免
除
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
額
へ

　

の
反
映
割
合
が
変
わ
り
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　

問
保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
２

　

２
０
０
９
世
界
の
昆
虫
展

　
　

in
た
び
ら
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
教
育
委
員
会
田
平
分
室

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
５
０
１
３



　
「
長
崎
県
の
治
安
を
守
り
た
い
」と
い
う「
や

る
気
」と「
強
い
正
義
感
」を
持
っ
た
あ
な
た
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
職
種　

警
察
官
Ⅲ
類（
男
性
・
女
性
）

○
１
次
試
験　

10
月
18
日（
日
）

○
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※

４
年
制
大
学（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
）

　

の
卒
業
者
ま
た
は
卒
業
見
込
者
を
除
く
。

○
募
集
期
間　

８
月
10
日（
月
）〜
28
日（
金
）

○
申
込
書
入
手
方
法　

試
験
案
内
・
申
込
書
は
、

　

長
崎
県
警
察
本
部
・
県
内
の
各
警
察
署
・
交

　

番
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※

長
崎
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
用

　

紙
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.police.pref.nagasaki.jp/a1

　

4keim
u/b02saiyou/21/index.htm

l

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
世
帯
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
該
当
要
件

▼
全
額
免
除　

世
帯
員
に「
身
体
障
害
者
」「
知

　

的
障
害
者
」「
精
神
障
害
者
」が
い
て
、
世
帯

　

全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

▼
半
額
免
除　

世
帯
主
が
視
覚
・
聴
覚
障
害
者

　

ま
た
は
重
度
の
障
害
者（
身
体
障
害
者
・
知

　

的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
）で
あ
る
こ
と

○
申
請
方
法　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班
、
各

　

支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
へ
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

印
か
ん
・
手
帳（
身

　

体
障
害
者
・
療
育
・
精
神
）

　

県
内
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
20
年
３
９
９
人

で
、
そ
の
原
因
・
動
機
は
健
康
問
題
や
経
済
問

題
が
多
い
状
況
で
す
。
自
殺
は
個
々
の
問
題
で

は
な
く
、
社
会
全
体
で
予
防
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
自
殺
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、

「
長
崎
県
第
３
回
自
殺
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
29
日（
土
）午
後
１
時
〜
午

　

後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
５
階（
佐
世
保
市
光
月
町
６‐
17
）

○
内　

容

▼
基
本
講
演　
「
気
づ
き
と
絆
で
自
殺
を
防
ご

　

う
」（
講
師　

防
衛
医
科
大
教
授　

高
橋
祥
友

　

氏
）

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る

　

こ
と
」

○
入
場
料　

無
料

　

募
集
資
料
を
希
望
す
る
人
は
、
自
衛
隊
長
崎

地
方
協
力
本
部
に
電
話
で
申
し
込
む
か
、
同
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nagasaki/
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が

　

免
除
さ
れ
ま
す

　
　　
　
　

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　　
　
　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
７
‐
０
７
７

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　

問
長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者

　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
福
祉
課

　　
　
　
　
　

☎
０
９
５
‐
８
４
６
‐
５
１
１
５

　

長
崎
県
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
平
戸
警
察
署
警
務
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
３
１
１
０

　

平
成
21
年
度
各
種
自
衛
隊
生
徒
を

　

募
集
し
ま
す

　
　

申
・
問
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　

☎
０
９
５
‐
８
２
６
‐
８
８
４
４

受験資格

18歳以上
27歳未満の者
高卒（見込含）から
21歳未満の者
18歳以上
27歳未満の者

高卒（見込含）から
24歳未満の者

高卒（見込含）から
21歳未満の者

募集種目

一般曹候補生
（陸・海・空）

航空学生

２等陸・海・空士
（女子）

看護学生

防衛医科大学

防衛大学（一般）

受付期間

８月　１日（土）～
９月11日（金）

　９月７日（月）～
10月２日（金）

１次試験日

９月19日（土）

９月23日（祝・水）

９月27日（日）・
　　28日（月）

10月24日（土）

10月31日（土）・
11月　1日（日）
11月７日（土）・
　　８日（日）

■６月末までの
　　　交通事故

■６月末までの
　火災救急件数

件　数

死　者

負傷者

（重傷）10名（軽傷）35名

（　）内は昨年同期

火　災

救　急

16件 

（　15件）

726件 

（　677件）

40件（36件）

0名（ 0名）

45名（68名）

■「やらんば！平戸」応援寄附金
　○大阪府守口市　西郷　清志
　　　　　　　　　　　10,000円
平成21年７月10日現在
　５件　総額　68,000円です。
　ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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